
ミ

ミ

ヽ

■|

=

S 義

一

5

萎|1柊IⅢ

||:ξξξ:: ヽ
ミ

・
一　

一
・一一一・一一
一一一
一
一一一
一
一
・一一

Ｒ



表紙の画像

ペンローズが初めて美的感覚をもつ格子と

して公表されたペンローズタイル、正 5角

形、星型、舟形、菱形を持つタイノ咤 この

タイルに完全に一致する測Mh準結晶合金
が実在すると誰が予想したであろう力、

これは「美的感覚と真理が一致した驚き」

である。詳細は本誌 7～ 11ページに試

電顕写真1海樹駄 学金属      賢
7麟  (1986)膨
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準周期タイリングアート ーフラクタル成長アートー
正10角形の中心から頂点に向かうベクトル(頂点ベクトル)を
使つて左の図のように10個細いひし形を作ります。細いひし形
どうしのすき間を太いひし形で埋めます。このようにして、ひし
形を中心から敷き詰めてゆくと中心から放射状に細いひし形と
太いひし形で埋め尽くされた大きな正10角形が得られます。こ

れをゾーン正10角形と呼び、2種類のひし形の格子を準周期
格子と呼びます。
一つの細いひし形と太いひし形(黒で示す)の2種類を単位ひ
し形(第0世代)タイルと呼びます。この2種類の菱形で敷き詰

められた大きな正10角形から一部を加工すると2種類の単位ひし形タイルが集まつて、そ
れぞれのタイルが自己相似拡大されたタイル(第 1世代)ができます。図の矢印は、相似拡
大したタイルどうしがつながるための規則でマッチングルールと呼びます。第1世代の細い
ひし形は2個の細い単位ひし形と3個の太い単位ひし形からでき、太いひし形は3個の細い
単位ひし形と5個の太い単位ひし形からできています。
左上の第1世代の太いひし形の斜線の部分の形は、2つの太い単位ひし形の半分を第1
世代のひし形から飛び出させ、別の2つの太つた単位ひし形の半分を凹ませて作つた図形
です。細いひし形も同様に変形します。この変形はひし形の輪郭が自己相似的になり、絵
を描くヒントを与えます。自己相似操作を繰り返すことをフラクタフレと言います。ここではひ
し形の代わりに変形されひし形をフラクタル成長させ、モチーフに鶏の一生の表現を考えま
した。変形した太つたひし形タイルを卵に見立て、フラクタル成長の性質を使つて、雄鶏と
雌鶏に成長する過程をイラストで表現しました。同じフラクタル成長タイルから、全く異なる
イラスト「食物連鎖」をお届けします、リスの背景の森が緑で、大空を舞うタカの背景の空が
青で描かれています。

卵が

`た

か,鳴が

`た

か

準周期格子の特徴は格子点から複数の辺がいろいろな方向にでている点です。それら
の線が格子点から出るパターンの種類も多いので、輪郭を描く線は格子の辺をなぞるだけ
で、比較的滑らかな線が得られます。この性質を利用して、太いひし形のフラクタル成長の
性質を使つた物語を描くことができます。ム

方向選択肢の多い8つの格子点タイプ

C,
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サイエンスアー トギャラリー ローー
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立体タイリングアート

インテリアライト 紫陽花

箕‐曲在道、渡辺泰成
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サイエンスアー トギャラリー ローー
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正12面体の頂点ベクトル10本から3本取る組み合わせを使うと、5種類の菱面体が得ら

れます。これらの菱面体を使つて頂点ベクトルに合わせて空間を充填してゆくとゾーン多面

体とよばれるひし形90面体、 サッカーボールを凹ませた花形300面体ができます。ひし
形90面体は凸多面体、300面体は凹多面体で、3回対称と5回対称がある位置が凹んで

います。90面体は300面体の凹みにぴつたりとはまり、空間に繰り返しのない準周期格子

が形成されます。これら凹凸2種類の多面体の表面はいずれも2種類のひし形で構成され

ています。表面のひし形は、5種類の菱面体のいずれかの表面です。フロアライトの形は、

この花形300面体の応用です。2種類のひし形をアクリルの樹月旨で制作し、5回、3回、2回

軸の対称が保存されるように接着してインテリアライHこ仕上げました。

3回対称が中央に見える

ひし形300面体(提供 相馬嵩)

5回対称が中央に見える

ひし形300面体(提供 相馬嵩)
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人が集まって何かをするということ

事務局長 加藤洋一

人が集まって何かをするということは、人が集まらなければ出来ない素敵なことをするという

ことです。そうでなければ、集まる意味もないし、何かをする意味もないからです。言うまでも

ない当たり前なことです。

でも、この言うまでもない当たり前なことを、言わないで曖味にしている組織は、時がたち、

人が入れ替わるにつれて、何のために集まっているのか分からなくなって、気持ちがバラバラに

なって、人が去り、組織そのものが霞のように消えてしまうものです。世の中のあちこちで日々

生まれる人の集まりは、そのようにしてほとんどが消えてゆきます。

だから、組織にはその設立理念が大切なのです。今年の 2月 に、ISTA設立の立役者でいらっ

しゃる渡辺泰成さんに「ISTAの設立理念」をまとめていただき、会員の皆さんにそれを広くお伝

えし、3月 には誰でも参加できる「ISTAの設立理念を考える集い」を開き、今年度の第 1回事務

局会議では「ISTAの設立理念」を再確認して今年度の活動を開始しました。

その「ISTAの設立理念」を改めてご紹介します^

ボランティア精神を尊び、何人にも、何ものにも支配されず、何人をも支配せず、寛容の精神

に則つて、のびのびと、自由に、多様な価値観をもった文化の基盤を、継続性を持って、異分

野の協働によつて築いてゆく喜びを共有する。

私はこれまで、企業の理念とかビジョンとか経営方針などを策定する仕事をして参りましたが、

私の知る限り、これほど鮮明に強い思いを言葉に託したオリジナルな「理念」を読んだことがあ

りません。

この「理念」を初めて読んだ時の心の震えは忘れられません。私が「ISTAは人々の想像を超

えるほど素晴らしい組織に成長する道筋を得た。」と確信した時です。

ISTAの活動は、この「設立理念」の実現を目指します。この会誌もまた、その方向に発展さ

せて参ります。そして遠からず、皆さんと「喜びを共有する」時を迎えたいと思つています。
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ボルマ トリックスを用いた有機 ELディスプレイ画像の浮遊表示

東京工芸大学工学研究科 櫻井克栄、浅野千秋、内田孝幸

概要 :立体を空中に投影可能なボルマ トリックス (凹面鏡、パラボラ鏡)内 に、小型の有機 EL

ディスプレイを入れ、この表示を浮遊させた。また、空中に像が現れる位置にフォ トインタラク

ティブセンサーを配置 し、空中にある像を触れようとすることで、表示内容が切 り替わるインタ

ラクティブな要素を付与した。

Abstract iヽblumet五 x(conCave,parabolic mirror)with a sma1l organic light cmitting display

inside can proJect image lcvitated in the air We also crcated an interactivc inction that tlle images

、vere replaced by touching the lcvitatcd image,using a photo interactive sensor located in the position

ofthe imagc

キーワー ド :有機 EL、 3D、 凹面鏡、ボルマ トリクス、パラボラ鏡、

Keywords:OLED, thrcc‐ dimensional image,concave mirrot Volumatr破,parabolic mirror

l.  は じめに
有機 ELディスプレイは、液晶ディスプレイ(LCD)やプラズマディスプレイ (PDP)に続く、次

世代のディスプレイとして近年、期待が高まつている。有機 EL素子の市販のものは、車載用 FM

文字多重レシーバーに搭載されたものをきつかけに、2001年には、携帯電話のメイン画面に搭載

され、2007年には Hイ ンチのテレビジョン (TV)の発売に至った。有機 ELは数百 nmの有機薄

膜が自発光するため、原理的に視野角依存性がなく斜めからみても綺麗に見える。また、約百万 :

1の高コン トラス ト比であり、きらつと感・ピカッと感が著しく高いといつた、他種のディスプ

レイでは実現困難な際だった特徴を有している[1…3]。

しかしながら、有機膜が数百 111n、 すなわち、髪の毛の千分の一であるために、量産の歩留まり

や、大面積化の実現に困難がともない、産業として収益を上げるための苦悩が続いている。韓国、

台湾のディスプレイ開発の勢いも相まって、特に国内では製造メーカーの淘汰が進んでおり、有

機 EL自 体の素性の良さがなかなか収益に結び付かないのが現状である。

一方、2009～2010年は3D(Br)元年とも言われ [4]、 3Dディスプレイが次世代のディスプレ

イの本命と位置付けられ、各社競って 3Dディスプレイの発売に至り、さらには携帯用ゲーム機 [5]

にも搭載が始まつている。

このような背景の中、筆者らは、有機 ELの特徴を活かして 3D映像を表示する方向性を考え、

立体を空中に投影可能なボルマ トリックス (対向させた凹面鏡)[6‐8]内に、小型の有機 ELディ

スプレイを入れ、この表示を浮遊させた。但し、現状では、表示画像が 3Dに なる訳ではなく、

あくまで、「小型有機 ELディスプレイ」が宙に浮いたように見えるので、ここでは 3Dと 区別し

て「浮遊表示」という表現で区別した。



2. 作品作製
著者らは、図 1に示す凹面鏡を

2つ重ね合わせ、この中の物体が

再度、上部で実像を結ぶようなボ

ルマ トリックス、 (またはパラボ

ラ鏡)の応用を検討してきた。特

に、この方法は、電気的な仕掛を

一切用いず、立体を宙に結像でき

る興味深い方法であり、古い技術

特許[6]や、一部に製品化された

ものもあるが[9¨ H]、 実用的な領

域での展開に筆者 らは興味を有

していた。

この中に浮いたように結像さ

れる映像は、「光学」としては、  図 1
「1つの物体の各点から出た光が

ν
観測者

掌 ヲ 夏 夢 評

´ ´
´

ボルマ トリックス (パラボラ鏡)の投影概略図

レンズ 。鏡などを通過・反射した後,それぞれ実際に一点に集まってつくる像」と定義されている

実像に相当する[12,13]。 今回の装置の概要 (断面)図を図 1に示す。

下に置かれた物体は、凹面鏡 (上)の焦点位置、つまり球面の半径の 1/2の場所に置かれ、一

方、実像は下狽1の凹面鏡 (下 )の焦′点位置にある。ここで宙に浮いて見える仕掛けは、図の光線

を トレースすることによって説明できる。凹面鏡 (球面)の凹面鏡の上の置かれたディスプレイ

(こ こでは有機 ELディスプレイ)か ら出た光は凹面鏡 (上)に よつて反射され凹面鏡の対称軸
に平行な光となる。平行光は凹面鏡 (下)に よって再び反射され、凹面鏡 (上)の像点に集まる。
この結果、凹面鏡 (下)の物点に置かれた物体が、凹面鏡 (上 )の像点へと浮かび上がって見え

る実像を、観察者は見ることができる。観察者が光軸方向から眺めると、空間に浮かんだ実像を

観察することができ、この方法は極めてシンプルで合理的な空間映像技術と位置づけられる。

ボルマ トリックスの装置は、2008年にはハンバーガーショップのおまけに付いた[14]こ ともあ

る。量産に至れば凹面鏡の価格も抑えられることが示唆されており、この応用の展開が期待でき

た。このような背景の中、押しボタンスイッチ内に小型有機 ELディスプレイが内蔵された、カ
ラーISが発売された。このディスプレイ画面の大きさは 52× 36mmであり、市販のボルマ トリッ
クスの内部に十分に内蔵できる大きさであった[15]。

そこで筆者らは、その表示部分をボルマ トリックスの内部に設置した。また、この表示画像は、

押しボタンスイッチを押すことによって、SDカー ドに記録した画像が順次切り替わるようになっ

ている。また、これらの表示起動回路 (ドライバー)は、評価キットとして供給されており、Wあ

上で供給されるエディターを用いることで、容易に任意の画像を表示することが可能であるc

スイッチの配線はスイッチ用に 2本、画像表示用に 8本が供給されている。スイッチ部分は片

側が GNDであり、他方のラインをGNDに接続して画像を切り替える。この部分をフォ トインタ



ラプタを用いた、非接触スイッチとした。具体的には、小型の光電センサ (EX‐ 1lEA,Sunx社 )

を用いた[16]。 この透過型フォトインタラプタの感知部と、浮遊画像が結像する箇所を一致させ、

観測者が像に触れようとして透過型フォトインタラプタの赤外線を遮ることによつて、スイッチ

が反応し、画像が切り替わるような装置を作製した。

3。  結果と考察
本来ボルマ トリックスは、表示元の像から出る 360度全方向の光線を上部で再度、結像する技

術である。しかしながら、今回の作品では、平面の小型有機ディスプレイの画像を表示するので、

必要な範囲は 180度になる。従つて、ディスプレイの裏面を投影する必要のないこと、またボル

(a)上から、物点と像点が両方見える位置

図 2 浮遊表示有機 ELディスプレイの写真

マ トリクスの凹面鏡は表示元の像と比較して 10倍程度の直径の凹面鏡を必要とするため、作品が

大型になる欠点がある。そこで、今回は図 2に示すように、凹面鏡を半分に切 り使用した。(a)上

から、物点と像点 2の像が見える写真、 lb)光軸方向から眺めた場合で像点の浮遊表示有機 EL

ディスプレイを表示した写真である。

このパラボラ鏡の技術はすでに、車載のメーター、情報表示装置として提案されている手法 [17,

18]であるが、物点に視野角度依存性が少ない、月ヽ型の有機 EL素子を用いたところに、本作品の

一つの特徴がある。この作品には、ディスプレイの駆動回路と、フォ トインタラプタに供給する

電源が必要であり、それぞれ、4.5Vと 12Vである。可搬性の点から、基本的には電池での駆動で、

長時間の展示の際には ACア ダプターで駆動できるように設計した。

作品の展示用の画像として、図 3に示したような自然の画像を用いた。有機 EL素子は自発光

という特徴ゆえに、他の LCD等のディスプレイと比較してコントラスト比が極めて高い (最近の

LEDバ ックライ ト制御方式を除く)。 今回の作品で表示する画像は、このような観点から選んだc

現状では、小型のディスプレイ (0.65イ ンチ)で、解像度も荒い (64× 48ド ット、65,536色 )。

このため、この表示と同時に隣に、市販の有機 ELデ ィスプレイ (XEL… 1, SONY社 )を並べ、

画像を表示した。日の出の色や太陽の木漏れ日など、コントラス トの高い画像において、特に優

(b)光軸方向から眺めた場合、像点のみ



れた表示特性を有する (XEL-1)

部のゲーム機 [19]や 3D対応ヘ ッ

ディスプレイは、今後発展するものと思われるc最近では、一

ドマウントディスブレイに HDTV(1280× 720ド ット)[20]の 高

図 3  浮遊表示有機 ELデ ィスプレイに表示した画像の例

解像度のユニットの搭載 1)始まっているなど、今後の発展が期待できる。
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総 説
一

モザイクタイルに花開く美しい準結晶 I

渡辺 泰成 (科学芸術学際研究所ISTA、 千葉工大付属総合研究所 )

は じめに

2011年、10月 、ダニエル・シェヒトマン イスラエルエ科大学特任教授が、 5回対称を持つアル

ミニウムとマンガンの合金の結晶を発見した業績に対してノーベル化学賞の栄誉に輝きました。

1982年、彼はこの結晶の電子回折像を撮り、従来の結晶の回折像にはない 5回対称があることを

発見しました。因みに結晶格子は平行四辺形 (長方形、ひし形を含む)、 正三角形、正方形、正六

角形格子に限られ、それぞれの電子回折像は、2回、3回、4回、6回 (回転)対称を持ちます。
すなわち、結晶の回折像は 2回、 3回、 4回、 6回対称のみが許され、 5回対称は許されていま
せん。このため 5回対称は、ノーベル化学賞受賞者ポーリングが双晶説を唱えるなど、なかなか
信用されませんでした。しかし、この不思議な結晶を世界中の研究者が興味を持って研究した結

果、 5回対称の結晶は間違いなくあることが分かりました。さらにいろいろな合金をつくり、電
子回折像と倍率の高い高分解能電子顕微鏡でその形を直接観察すると、本当に正 5角形が含まれ
ている格子が続々と発見されました。また走査型電子顕微鏡で観察すると結晶の形は、樹木に花

が咲いたようだつたり、正 5角形をした正 12面体だったり、イスラムモザイクタイルのようだ
つたりして、本当に美しい世界が次々に姿を現し、しかもこの新しい結晶がロシアの山で、鉱物

として発見され、自然界にも存在していることが確認されました。この新しい構造は、発見当時

から世界中の結晶研究者仲間で話題となり、準結晶と命名されました。準結晶とはどんな構造な
のでしょうか。

準結品の写真

まず、美しい準結晶の顕微鏡写真と電子回折像の写真を見てください。アルミニウム・マンガ

ン合金準結晶とアルミニウム・銅 。鉄準結晶合金の走査型電子顕微鏡像の写真を示します。

図1.樹木に花がさいたように見えるアルミニウム。マ

ンガンの準結晶の電子顕微鏡写真(1)

図2.正 12面体のアルミニウム。銅。鉄準結
晶合金走査型電子顕微鏡写真(2)



電子回折像

(1)結 晶の回折像
結晶は原子や分子が周期的に並んでいます。この原子の周期配列に電子線を照射すると、回折

像が得られます。回折とは波長の揃った電子の波が結晶格子によつて散乱されるとき、隣接する

格子点で散乱された波どうしはお互いの光路に差が生じるので、この光路差が波長の整数倍のと

き波が強め合う現象です。図 4に回折した波が強め合って特定の方向に回折した波がスポット状

に記録される様子を示します.こ れを回折像と呼びます。結晶の回折像は格子の回転対称を反映

した模様を持っています。また回折スポットの距離は格子間隔に反比例します。つまり、格子が

大きくなればなるほど、回折点の距離は短くなります。これは周期が長くなればなるほど回折点

がたくさん出現することに相当します。

図 5.結晶格子の対称
性に対応した電子回折像

替    奎菫言意格子
日ロ

⇒讐縣
析

電調開線  
正方格子

図 3.結晶格子に入射する電子線 図 4.電子回折の原理

(2)準結晶の回折像
まず、シェヒトマンの急冷したAlMn合金の電子回折実験結果を紹介しましょう(3).

伸 5回対称

2回対称

こ

3回対称

阜

図6.正 20面体の対称軸と一致し方向で得られた AIMn急冷合金の電子回折像(3)



この回折像 は試料 を見 る方向を変 えて撮影 した ものです。 36°毎 に5回 対称が現れ

るこ と、同時 に3回 対称 、 2回 対称が現れ る方 向か ら、 この物質 は正 20面 体 の持つ

対称 と一致 し、 しか も長距離秩序 のある5回 対称が実現 してい る と考 えま した。

原子配列とペンローズタイル

図 7.イ スラムの飾 り窓(4)

イギリスの物理学者ロジャー・ペンローズはシェヒトマン

が準結晶を発見する 10年も前に、エジプ トのイスラムの
飾 り窓の模様 (図 7)力 大`変美しいことに魅せられ、正 5

角形、星形、王冠形、ひし形からできたタイル模様を発表

しました (図 8)。 この模様は、どこまで行つても同じ模様

が現れない特徴を持つています。つまり、結晶のように同

じ模様がくり返し現れることがありません。これはペンロ

ーズタイルと呼ばれています。このペンローズのタイル模

様と平賀賢二氏 (元東北大学金属材料研究所教授)が観察
したアルミニウム・マンガン・シリコン準結晶の高分解能

電子顕微鏡の写真 (図 9)を 比較したところ、ペンローズ
タイルに描かれている正 5角形、王冠形、星形、ひし形の

4種類のタイルがぴつたりと一致したのです。ここで初め

てアルミニウム・マンガン合金の原子の配列にくり返し構

造がないことが明らかになりました。このことは、大変な

驚きと感動をもつて研究者に迎えられました。

電子顕微鏡の写真の中でどの正 5角形も同じ模様をもつ

ていることに注目して下さい。

図 9.AlMnSi急冷合金の高分解能電子顕
微鏡写真、黒いところが原子が集まってい

るところ。丸く見える形がペンローズタイ
ルの正 5角形に、星形、王冠形、ひし形は
それぞれペンローズタイル と同 じに見え

る。図中左端の白い線はスケール、単位は
1ナノメーートル (5)
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図の黒い部分が原子の集まりを表しますが原子一つ一つは見えません。 4種類のタイルのそれ
ぞれの代表一つを選んでその中に原子を置けば、あとは全体の模様を作る規貝Jを使って準結晶の

構造全体を決めることができます。ペンローズタイルは1981年にオランダの数学者 ド・ブルーイ

ンによって結晶格子に対応するベンローズ格子に変換されました(6)

ペンローズ格子と準結晶

これで、ペンローズタイルがアルミニウム・マンガン合金の原子の配列に対応していることが

分かりましたが、ベンローズタイルの電子回折像を求めないと5角形の模様が出るかどうか分か

りません.イ ギリスの結晶学者アラン・マッカイはベンローズ格子 (連載第 2回に記述)の模型

をつくり、その格子点に穴を開けて電子線の代わりにもつと波長の長い光を当てて、穴を通過し

た波がつくる回折像をつくりました。結果は図に示すように 5角形が現われました。回折点の分

布はアルミニウム・銅・鉄準結晶の模様によく合いました。こうしてペンローズ格子が準結晶の

標準的なモデルになることが受け入れられました。

図 10.波長の長い波を使つたベン
ローズ格子の回折像のシ ミュレー

ション写真、図 11同 じ5角形が現
われた (7)

図 11.5角 形の模様が現われるア
ルミニウム 。銅 。鉄準結晶の電子回

折像 (2)

電子顕微鏡の倍率を低くして、準結晶の全体格子像(8)を 見ると、イスラムのモザイクタイル (9)

にそつくりです (図 12, 図 13)〔 .

図 12.イ ランイスラムモスクのアーチに描

かれた大きい 5角 形 タイル と小 さい 5角 形

タイル(9)
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人工的に作った結晶が準結晶であったことも驚きですが、ほとんど同じ

りました。このような複雑な構造がどんな自然の仕組みからできるのか、

在もその謎を解くために、日夜準結晶の研究は続けられています。

ものが自然界に見つか

興味は尽きません。現

図 14.ロ シアの山で見つかつた天然準結晶 (9) 図 15。 天然準結晶の電子回折像(10)

この総説は、静岡自然を学ぶ会 会誌(11)に掲載した準結晶をやさしく解説した同じ表題の

内容に加筆したものです。
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属名もこの両者による創属・命名であり,レングショウマ属は日本固有属で ,

本種は 1属 1種の日本固有種 . 葉が大きい   (和名 :蓮華升麻 )
種名 (以下6種では,紙面スペースの制約上により命名者名 Sieb et Zuccを 省略)
カエデ科 チ ドリノキ
フサザクラ科 フサザクラ
カエデ科 コミネカエデ
エゴノキ科 ハクウンボク

Acer carpinifolilum
Euptelea polyandra

クマシデ属の葉に似た

多雄蕊の  1科 1属
小花の

に由来 )
掌状のシラネアオイ科 シラネアオイ  働 ′σ″ロコ′′力盟

`口

″

r-+ ) V rt+ y /v7 ,t 4 Hydrangea petiolaris

Acer micranthum
Styrax obassia GnA :'t*Af !t'

シラネアオイ科は日本固有科で,1属 1種
葉柄をもつ

シラネアオイ

装飾花の薯片はふつう4個

レングショウマ

③  C.Jo Maximowicz(1827-1891)
東アジアの植物を研究したロシア人分類学者で,アムール河地方・沿海州の植物調査を行つた後 ,

1860年函館に来日した。雇い人の須川長之助に植物採集・整理 (標本作製)の技法を教え,須川を採

集人に育て,滞 日約 3年半の間 函館・横浜 。長崎・富士山・箱根などで広く植物採集をした。牧野富

太郎等多くの日本人植物研究者とも接触して,主に日本の温帯,北方地域の植物相の研究に専念した。

Ma力 mowiczが命名 した日本植物
属名….a膿盟電raphお (シライ トソウ),Dein′コ泌θ (ギンバイソウ),5rs′コ励υs(マ

ルバノキ),力性力 (イ イギリ),腸 ″′″泌θα囲  (ノ ギラン),S"θゴJθ」s(ヤブレガ
サ),■υttphym (ハコネコメツツジ),おa_ia[宇 田川椿巷への献名](シ ョウキラ
ン)等
種名

スミレ科 フモ トスミレ      出■a話勁o■di■ Maxim.
クワ科  ヒメイタビ       ЛθyS泌口′わθttI Maxim.
カエデ科 ミネカエデ      ∠

“
rお

“
"θ
6壼″ Maxim.   (須 川長之助の)

ユキノシタ科 ギンバイソウ   Dein″
"泌
θ bi■da Ma対m.    二(浅)裂 した

ナス科 ハシリドコロ      鋤 aルンルヮ
“
滋  Maxim.     [有 毒植物]

モクレン科 タムシバ      ″睦″励 "¨
 Ma対m.動 ヵ,属の葉に似た

(葉は細い)

マキシモヴィッチ と 須川長之助

須川長之助(1842‐ 1925)は岩手県紫波町出身で,マ キシモヴィッチの指導下でマキシモ

ヴィッチが入れない日本各地の植物採集をして,その標本をMaxim.に 提供した .

Dryas octopetala L. var. asiatica Nakai) Nakai

74

バラ科 チョウノスケソウ



Sieboldと Ma対mowiczに献名された日本植物
ヤナギ科 ヤマナラシ
サクラソウ科 サクラソウ

カバノキ科 ツノハシバ ミ
ニシキギ科 マユ ミ
カバノキ科  ミヤマハンノキ
バラ科  ミヤマザクラ
カバノキ科  ウダイカンバ
ユキノシタ科 ザ リコミ

花弁が 8枚ある
Carpinus tschonoskii Maxim.

Rηノロs"θb滅出I Miquel
fケカηula giθわθた力「  E.Morren
埼玉県さいたま市 :田島が原の群落は天然記念物

30軍uS J働励 レコ′ Blume   [属 名は女性 ]
Euθ■″″υs"θみ0■diarus Blume
肋 ″s″′
"力
θ″7b菱ソ Call.

ル ″コ″steras″力 ′燿″θttc五J Ruprecht

a″′ヵ″′ヵヵθЙレ ンコ′ Regel   日本固有種
晟わθθコax■mθⅣ■cz■a22ロコ Komar.[属名は中性 ]

カバノキ科 イヌシデ

サクラソウ

PA.Lo Savatier(1830-1891)
1866年 (Sieboldの没年)官営工場の横須賀製鉄所に海軍軍医として来日し,足かけ 10年間に
三浦半島・富士箱根。日光などで植物採集を行い,その標本をパリの自然史博物館 :フ ランシェ (A.
R.Franchet,1834‐ 1900)に送り,フ ランシェによって研究され,共同で『 日本産植物目録』2巻
(39″″θF′力 P■an"認″力勿 ωヵ助錮″の

““
″口″,Paris.1875‐ 1879)と して発表された。

これはThunbergの『 日本植物誌』と並ぶ重要な文献で,日 本の種子植物 2,743種 とシダ植物 198
種が分類・記載された。
サヴァチェは日本植物の研究に,日 本の本草学者の著した著作を活用し,島田充房・小野蘭山の
共著『花彙』,飯沼慾齋の『草木図説』,岩崎灌園の『本草図譜』 (いずれも後述)を高く評価し
ていた。

Savatierと Franchet両者による命名植物

属名 .… 」乃″力 [U.J.Faurieへ の献名](イ ワイチョウ),Pttrnωθ″んコ (イ ワセントウ
ソウ),ルコ′■′θ′[田 中芳男への献名](イ ワユキノシタ).… 前二属は Franchet単独の命
名属
ミツガシワ科 イワイチョウ   Fauriaαお″″〃ソ Q“nz,)MakinO 鶏のとさか

(花冠裂片の突起に基づく)
サ トイモ科 ユキモチソウ    И万

"“"盤
磁 anυ
“
 Fr.et Sav 四国 (産)の
匡園 [属名は中̀VLl

3ovda■is岬」Jゎθs Franch.  細い柄をもつケシ科  ミチノクエンゴサク
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⑤  A.Gray(1810-1888)
ハーヴァー ド大学博物学・植物学教授で,ペ リー艦隊の乗船者が下田・函館などで採集した植

物標本の分類研究の結果として,多数の新植物を記載・命名して,北米の温帯と日本を中心とする

アジア極東地方温帯地域の植物相の共通性 。隔離分布について,植物分類地理学的な論文を発表

した。 C.R.Darwin(1809‐ 1882)の『種の起源』(動θ〕■褻 ЭfSpaa」 ilas 1859.「進化論」)の擁

護・称賛者であった.

A.Grayが命名した属…〃Jtt」i19p詠ヨショウジョウバカマ), 用θttrFSia(ヤグルマソウ)

ユキノシタ科 ヤグルマソウ    bdrrSia′θ
i盤〃rrGr含

・Gray[猛
毒のMドクウツギ科  ドクウツギ    30■iざiaルψa」盟 A.

キク科 アズマギク       己■豪 ■撻
"囲
わЭrtt■ A.Gray

savauer・ Franchetと A Grayに献名された日本植物

力をιθttθZ放フaS′フ2濃ri Franch.
Salsθ′rθ′缶a′

“

θ″
' Koldz.

'夕
J々ttθJa grap Fr.Schm.

ル夏7ys a7ごυυざ明、コ′ Maxim.[属名は女`□

ウマノスズクサ科 オ トメアオイ
キク科 ミヤマキタアザミ
メギ科 サンカヨウ
バラ科  ウワミズザクラ

⑥  F.A.W.Miquel(18H-1871)
ユ トレヒト大学植物学教授で,ブルーメ(C.L,von Blume)の 後継者としてライデン王立植物

珍 霧 議 先 彗 π 子℃ 餞 轟 森 炒 燿嚇 易 ]零 晃r"授 み 嗣 課
植物を紹介した .

Mqud“鶴恭脇児ン(ゥコ→,働らァニ8'光 r"L′E急そ)鰐多FMa献名](シモバシラ),0滅η′コ′χ(ハ リ
(ネ コノチチ)等
種名 :サクラソウ科 オオサクラソリ
ウコギ科 ヤマウコギ      И
キク科 クサヤツデ       Z

層

Mqud`113奮
111':労i:惣ンノウ )竜胤 hattqlh島・

シナノキ科 ボダイジユ      ri■iaコヵ口θヵンコ′ Ma対m.
ゴマノハグサ科 ムラサキサギゴケ ″bZυs″カロθル Makino

ドクウツギの若い実 ウワミズザクラの実
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十
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原
文日

蝕

は
日
は
高
く
月
は
低
く
し
日
の
下
に
月
有
て
日
の
光
り
＊
見

へ
さ
る
也

月
日
の
廻
り
に
よ

つ
て
次
第
に
ォ丼
か
く
る
也

日
蝕

は
朔
日
、
二
日
三
日
迄
の
内
に
あ
り
新
渡
清
土

の
得
る
賣
暦
に
は

ゝ

´
し

チ

、
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に

ｒ́

ゝ

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ

日
蝕

を
し
る
さ
ず
故
に
本
朝
俗
か
ら
に
は
日
蝕

な
し
と
お
も

へ
る
は
光

日
蝕

な
し
と
お
も

へ
る
は
非
な
り‐

官
暦
に
は
み
な
日
蝕

を
出
せ
り
夫
日
蝕
は
朝
家

の
災
異
な
る
ゆ
え
記
さ
ず

阿
蘭
陀

の
こ
よ
み
に
は
日
蝕
を
出
せ
り

意
訳日

蝕
は
太
陽
が
高
く
月
は
低
い
太
陽
の
下
に
月
が
ぁ

っ
て
太
陽
の
光
が
見
え
な
く
な
り
ま
す
。

月
日
の
廻
り
合
わ
せ
に
よ

つ
て
次
第
に

（お
日
様
が
）
欠
け
ま
す
。

日
蝕
は

一
日
、
二
日
、
三
日
迄
の
間
で
起
き
、
最
近
中
国
か
ら
来
た
市
販
の
暦
に
は

日
蝕
が
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
つ
て
、
わ
が
国
の
習
慣
か
ら

（中
国
に
）
日
蝕
が
な
い

と
考
え
る
は
不
合
理
で
す
。
官
暦
に
は
み
な
日
蝕
が
出
て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
国
の

天
変
地
異
を
も
た
ら
す
が
故
に
記
し
て
い
な
い
の
で
あ

っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
暦
に
は

日
蝕
は
出
て
い
ま
す
ち

は I 認れま*
¬¬ り¬¬
欠か  見見
くく  えヘ
るる  LL
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つ
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寸
Ｆ
う
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ム
“
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ｎ
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今
１
１
薇
介
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ふ
叫

胞
欠
い立
洒
輌
ふ
社
Ｆら
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“

■
―
く
Ｌ
■
ムＴ
ｉ
ｎ
■
一沢
ハ

輌
η
え
μぬ
る
，
へ
科
τ
ル

群
鵜
静
額

お諾さ

ミ、′ノ

十
人
　
　
　
月
　
蝕

原
文月
蝕
は
月
は
日
の
都
¨
に
照て
ら
す

姜
ゆ

へ
地
の
下
を
ば
る
時
は
地
に
な
わ
れ
て

月
を
照
ら
さ
ず
月
蝕
す
る
な
り

十
四
日
、
十
五
日
、
十
六
日
に
か
ぎ
る
な
り

月
蝕
は
天
下
み
な
同
じ
、
日
蝕
は
東
西
南
北
各
そ
の
地
に
よ
り
て
ち
が
ふ
な
り

日
は
北
月
は
南
な
る
故
南
方
の
人
は
蝕
を
見
れ
ど
も
北
方
の
人
に
は
見

へ
ず

故
に
隣
¨
に
も
多
く
日
蝕
少
な
き
は
是
み
な
丼
丼樹
か
の
術

を

以

量

し
る
な

意
訳月
蝕
は
、
月
は
日
の
光
に
照
ら
さ
れ
る
故
に
地
球
の
下
を
廻
る
と
き
は
、

地
球
に
隠
さ
れ
て
照
ら
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
月
蝕
と
な
り
ま
す
。

十
四
日
、
十
五
日
、
十
六
日
に
限
ら
れ
ま
す
。

月
蝕
は
全
国
み
な
同
じ
に
起
こ
り
ま
す
が
、
日
蝕
は
東
西
南
北
各
そ
の
地
域
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

お
日
様
は
北
、
月
は
南
に
あ
る
の
で
、
南
方
の
人
は
蝕
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
北
方
の
人

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
故
、
暦
に
も

（月
蝕
）
が
多
く
日
蝕
が
少
な
い
の
は
、
天
体
の
運
行
を
読
む
技
術
に
よ
っ
て

定
量
的
に
分
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

り

丼

「ゆ

へ
」
は

「ゆ
ゑ
」

が
正
し
い
、
以
下
の
仮
名

づ
か
い
も
同
様

丼
丼

「推
歩
の
術
」
天
体

の
運
行
を
推
定
す
る
技
術
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ぐ
ら
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ｒ
鼠
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■
τ
彙
科
一

薔
竿

こ

Й

盤
ゲ

“

―
拳
養
７
ふ
む
■
な
？
准
ヤ
ｆ

十
九
　
　
　
星

原
文星
は
金
石
の
精
と
古
人
い
へ
り

尤

大
小
あ
り

大
星
め
ぐ
り
七
百
里
中
星
四
百
八
十
里
小
星
二
十
里
と
い
へ
り

惣
じ
て
星
は
日
月
と
お
な
じ
く
東
よ
り
昼
夜
め
ぐ
れ
り

其
の
中
に
五
星
は
日
月
と
お
な
じ
く
南

へ
＊
よ
り
北

へ
＊
よ
る
也

さ

い
せ
い
　
　
　
　

け
い
わ
く
　
　
　
　
ち
ん
せ

い
　
　

　
　

た
い
は
く
　
　
　
　
し
ん
せ
い

五
星
と
は
木
星
歳
星
火
星
焚
惑
土
星
鎮
星
金
星
太
白
水
星
辰
星

こ
れ
を
五
緯
の
星
と
も
云
也

す
べ
て
の
星
を
不
残
見
ん
と
思

へ
ば
半
年
か
か
る
也

其
故
は
夏
昼
出
し
星
は
冬
に
至
　
て
夜
出
る
故
な
り

意
訳星
は
金
の
石
の
精
霊
と
古
の
人
々
は
言

っ
て
い
ま
し
た
、
な
お

（大
き
さ
は
）
大
小
あ
り

大
き
い
星
は
周
囲
が
七
百
里
、
中
程
度
の
星
は
四
百
八
十
里
、
小
さ
い
星
は
二
十
里
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
体
、
星
は
太
陽
や
月
と
同
じ
く
東
か
ら
西

へ
昼
夜
廻
っ
て
ゆ
き
ま
す
が

其
の
中
に
あ
る
五
星
は
太
陽
や
月
と
同
じ
く
南

へ
移
動
し
た
り
、
北

へ
移
動
し
た
り
し
ま
す
。

五
星
と
は
、
木
星
、
火
星
、
土
星
、
金
星
、
水
星
の
こ
と
で
、
五
緯
の
星

（惑
星
）
と
も
い
い
ま
す
。

全
て
の
星
を
残
ら
ず
見
よ
う
と
す
る
と
半
年
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
夏
の
昼
間
に
出
て
い
る
星
は

冬
に
な
る
と
夜
出
る
か
ら
で
す
。

歳
星
、
焚
惑
、
鎮
星
、
太
白
、
辰
星
は

ぞ
れ
木
星
、
火
星
、
土
星
、
金
星
、

星
の
漢
名
で
惑
星
の
精
と
も
言
わ
れ
る

＊

「よ
る
」
は
寄
る
の
意
味
か
ら

「移
動

す
る
」
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う
と
ゲ
い
贔
１
●
ス
く
じ
Ｉ
ふ

源
藤
囃

よヽ轡
ゴ
事
ム

廿
　
　
　
九
曜
　
五
星
の
註

原
文

九
曜

の
星
は
五
星
に
月
日
を
く
は
え
て
そ
れ
に

．
羅
計

の
二
星
を
添

へ
て
九
曜
と
云
な
り

歳
星

は
木
に
て
春
七
十
二
日
を

つ
か
ど
る
昼
見
ゆ
れ
ば
そ
の
国
豫
る
事
あ
り
と
ぞ

け
い
わ
く
　
　
　
ひ

な

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
さ
ど

　

　

ひ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
い
く
わ

焚
惑

は
火
夏

七
十
二
日
を

司

る
昼
見
ゆ
れ
ば
兵
火

の
災
有
る
と
ぞ

鎮
星

は
土
四
季
土
用

七
十
二
日
を

歌
ど
る
也
ひ
る
見
ゆ
れ
ば
其
大

い
に
ひ
で
り
す
と
い

へ
り

太
白
星
は
金
秋
七
十
二
日
を

司
　
ど
る
昼
見
ゆ
れ
ば
兵
火

の
災
有

つ
か
さ
ど
る

辰
星
は
水
冬
七
十
二
日
を

司

　

右
五
星
は
火
水
木
金
土
の
精
也

外
の
星
と
は
ち
が
い
て
日
月
の
出
入
あ
る
が
ご
と
し
し
か
れ
ど
も

定
　
れ
る
事
な
く
算
数

を
以

っ
て

し
り
が
た
し
ひ
が
し
に
ゆ
き
て
は
日
に
し
た
が
ひ
西
に
ゆ
き
て
は
日
に
さ
か
ふ
て
ゆ
く
は
お
そ
き
ゆ

へ
な
り
右

の
五
星
に

ら

こ

う

け

い

と

羅
喉
計
斗

日
月
を
合
せ
て
九
曜
と
す

意
訳

＋催
一
の
星
は
五
星
に
月
日
を
加
え
、
さ
ら
に
羅
順

、
計
斗
と

い
う
架
空
の
星
を
添
え
て
九
曜
と
云
い
ま
す
。

歳
星

は
木
星

の
こ
と
で
春
七
十
二
日
を
司
り
昼
に
見
え
れ
ば
そ
の
国
は
備
え
を
必
要
と
す
る
事
が
あ
る
と
い
う

こ
レ
焚
惑

は
ル

な

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
さ
ど

　

　

ひ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
い
く
わ

星
の
こ
と
で
夏
七
十
二
日
を

司

り
昼
に
見
え
れ
ば
兵
火

の
災
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
鎮
星

は
土
星
の
こ
と
で
四
季
に

あ
る
土
用

の
七
十
二
日
を
司
り
ま
す
。

ひ
る
に
見
え
れ
ば
そ
れ
は
大

い
に
日
照
り
が
続
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
太
白
星
は
金
星

の
こ
とヽ
で
秋
七
十
二
日
を

司
　
ど
り
ま
す
。
昼
見
え
れ
ば
兵
火

の
災

い
が
あ
り
ま
す
。
辰
星
は
水
星
の
こ
と
で
冬
七
十
二
日
を

司
ど
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

右

の
五
星
は
火
星
、
水
星
、
木
星
、
金
星
、
土
星
の
精
霊
で
す
。

前
記
の
星
と
違

っ
て
、
月
と
日
は
出
入
り
あ
る
け
れ
ど

（
運
行
は
）
定
ま
り
ま
せ
ん
。
算
術
を
使

っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

（
明
け
の
明
星
の
よ
う
に
）
東

の
方
に
行
く
と
日
に
し
た
が

つ
た
運
行
を
し
、

（宵

の
明
星
の
よ
う
に
）
西
の
方
に
行
く

と
日
に
さ
か
ら

つ
て

（
日
没
後
も
）
遅
く
運
行
す
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
右

の
五
星
に
羅
喉
計
斗

日
月
を
合
せ
て
九

曜
と
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
く

キ
羅
計

と
は
羅
販

、
計
斗

と
い

う
イ
ン
ド
の
天
文
学

で
使
わ

た
架
空

の
二
星
で
、
黄
道
と

道

の
交
差
点
に
現
わ
れ
る
と

れ
る
。
計
十

は
計
都
と
記
さ

る
が

こ
こ
で
は
斗

の
文
字
が

わ
れ
て
い
る
。
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――― 活動報告 ―――

朝霞市膝折市民センター 5月 ワークシヨップ

大 内公公

平成24年 5月 4日 金曜日に、朝霞市膝折市民センター3Fセ ンター町内会館において、ワークシ

ョップ「虫笛を作ろう。～振動つてなあに ?楽器つてなあに ?～」を行ないましたc

内容は、虫笛 (楽器 :下記注釈参照)を材料から工作し、演奏をするまでのワークショップをメイ

ンにおき、それに楽器としての物理的な原理の説明を簡単に付け加えたものとして構成 しました。

最初の楽器工作の段階では、簡単に工作出来、音を鳴らせる形状のものから、工作も演奏もや

や難易度の高い形状のものまで、対象になる子供の能力に応じて、数段階の難易度の形状を用意

し、徐々に難易度を上げて行 くように工夫し、あまり簡単に仕上がらま かといつて手に負えな

いほどの難しさにならない程度の工作の中で、創意工夫の楽しみと、完成の喜びの両方をを体験

できるように考えましたc

楽器工作の後、それがなぜ楽器として機能するのか、という説明をし、説明に使用する用語は、

平易な単語に言い換えたものを使用せずに、あえて実際の物理用語ををそのまま使用 しました。

それは、この回のワークシヨップの時間内で全てを理解してもらうというよりも、子供達が将来

に出会うであろう物理学の授業の"前哨戦"と しての位置づけたかつたからですcこ の難しい物理

の言葉も、今、楽しい気持ちの中で出会っておけば、将来、難解な抵抗感をいくぶんでもやわら

十六 受け入れやすくなるのではないか、 という願いを込めてのことです。
最後は全員による合奏で盛り上がるよう構成 しました。言うまでもなく、

"合奏"と いう行為に

よって、一体感、共同の喜びというものを体験 してもらいたかつたからです。

ただ、この虫笛という楽器は、回転することによって発生する乱流が音を生み出す、というだ

けの極めて単純な楽器なので、工作には向いているのですが、実は起承転結を組み立てるのには

少し工夫が必要になります。子供達の楽器だけでなく、既存の楽器によって音を支援しつつ、音

量、テンポ感などを盛り Lげて行き、クライマックスヘ誘導する為、今回は補助楽器として、デ

ィジリドウ(下記写真参照 )、 マラカス、タイコ、を使用してみました。

今回のワークシヨップは、小学生5名、保護者数名、と割 り合い少人数で構成されたので、距

離感がとても近 く、細かい点にもすく
゛
対応でき、合奏の一体感も強く、とても良い環境で催すこ

とが出来たと思いますc

【虫笛の解説】

掲1音楽器 (ぎおんかつき)の  rF`擬音楽器とは、波の占、風の

音、鳥や虫のとなどの日常的な音を表現するための楽器である。

楽曲上で演奏する際に用いられるほか、演劇などでの効果音にも

用いられる。 (Wik"暉 haよ り転紋)

今卜1使 |り したのは、フイルムケースと紐による、最も単純な構

造の物で、猾lの端をliち 回転する事により音を出すタイプですて

つ
４

【ディジリドゥ】
オーストラリア先住民
アポリジニの民族楽器
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作品展示と資料掲示を行つた全 28種の出展企画を以下に示します。

出展企画一覧 :

氏  名 作品・研究名作品・研究名 作品。研究の概要説明作品・研究の概要説明

山内啓司/

柴田美千里

ビデオフィードバック映像
の見せ方

山内啓司+柴田美千里

ビデオフィードバック映像と造形とをコラボレーションするこ

とで、その映像が現す形と色について、不思議を楽しみな

がらみんなで可能性を考えることができるような仕掛けを

作る。

長江一将

フラクタル成長タイリング
アート
「鶏が先か卵がJたか」、
「食物連鎖」

準周期タイリングの基本タイルを集めて、基本タイルと相

似なタイルをつくる。一個のタイルにこのような操作を繰り

返して、タイルを拡大する。そのステップごとにできるタイ

ル模様に絵を描くが、それぞれの絵は物語になつているよ

うなフラクタル成長アート。準周期タイリングの基本タイル

を集めて、基本タイルと相似なタイルをつくる。一個のタイ

ルにこのような操作を繰り返して、タイルを拡大する。その

ステップごとにのできるタイル模様に絵を描くが、それぞれ

の絵は物語になつているようなフラクタル成長アート。

大内 公公

樹 状縄文土器

DendnticJomon ware
「PHASE IV」 「PHASE V」

私は常々、縄文土器のモチーフは何だろう、と考えていま

す。そのひとつの答えとして、森の生活者であつた縄文人

は、きつと樹木への強い思いがあつたのに違いない、とい

うものがあります。

渡辺泰成/

池上祐司
レインボーキユーブ 立方八面体の形をした回転式7色色合わせパズル

仲野真人/

西尾晋作/

池上祐司/

手嶋吉法/

渡辺泰成

立体エッシヤーの紅葉樹林
積層造形法で制作した立体エッシャーアート、体心立方格子を

基本に応用した樹木の充填立体構造

村上佳子/

渡辺泰成/

池上祐司

ゾウとイヌ 立体エッシヤーアート、正 20面体の充填構造を応用した立体

大内進/

渡辺泰成/

池上祐司

動くモナリザ像 凹面のモナリサ
・
半立体像に背後から光を当てる錯視

渡辺泰成/

池上祐司
トリアコンタダイヤモンド ひし形30面体ガラスエ芸

相馬 嵩 四季の彩り 準周期ドデカゴナルパターンの色彩装飾

渡辺泰成 バンダナ、水着 準周期ドデカゴナルパターンの生地への応用

渡辺泰成/

池上祐司
フラクタル犬 自己相似性準周期デカゴナルタイルの大の 2世代模様

渡辺泰成/

池上祐司
準周期多面体モーフイング ひし形 30面体からひし形 90面体への転移を立体化

渡辺泰成 花と緑と空と ひし形 132面体インテリアライト

渡辺泰成/

箕曲在道
紫陽花 花形 300面体インテリアライト
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氏  名 作品・研究名作品。研究名 作品・研究の概要説明作品。研究の概要説明

渡辺泰成 立方体詰め込みパズル

4個の六面体、底面が正方形の6個の正方形斜角柱、底
面が二等辺三角形の6個の右手系斜角柱、この右手系斜
角柱の鏡像体である6個の左手系斜角柱および1個の立
方体からなり、前記23個の多面体が立方体容器に充填さ
れる立方体充填パズル.

内田孝幸 浮遊映像3D、 360° 1仮称]

透明な板のピラミッド(四角錘)に4方向(前後左右)から、
録画またはモデリングした映像を投影すると、中に浮遊し
た立体画像が表示できる。 現在の装置は一辺が約 50cm
の四角錘。ピラミッドを目線の高さに位置するための架台
(プロジェクタを内蔵)を下部に配置する。
ピラミッドの頂点に水平にLCDまたは、プロジェクタ用スク
リーンを置き、そこに展開映像 (前後左右 4枚 )を投影。
作品参考動画 :

http:〃www,youtube.com/watch?v=AaEwvC2em KO
http:〃www.youtube.cOm/watCh?v=MIXG7X7uS9w&featur
e=re!mfu

小川泰 ミスドーナツ

穴あきドーナツの常識的な形について、太さと穴の比をう
まく選択したある特殊なバランス比を選択して作成した立
体造形 (しかるべき比率のドーナツ形をしかるべき位置選
択で合同に2分したデザイン)。
コンピュータ制御下で石膏を接着剤で固める技法(3次元
プリンタとも呼ばれるらしい)で作成 (してもらった)。

「次元固有の一様曲線」
1次元は無限長の直線自身 (始点終点を設けたらもはや
一様でない
2次元は任意の円
3次元は無限長のつるまき線

偶数次元は円運動の組み合わせ
奇数次元は円運動の組み合わせと直線を合成したつるま
き線の拡張
4次元―様曲線とそれが載る超曲面をわれわれ3次元人
が理解鑑賞する手法の研究 (過去数年にわたって行つて
きた)。

池上祐司/
山澤建二/

手嶋吉法/

渡辺泰成

立体ジグソーパズル
立方体を、それぞれの分割面がジグソーパズルの曲面に
なるように、3x3x3の 27個に分割したパズル。

仲野真人 ハーモノグラフ 振り子による自動筆記装置

高木隆司 インクジェット・アート「仏画」
特殊な製法による水彩画 (額 300x400m m)3点 +説明パ
ネル (ハレパネ、A4版 )1点

石原正三 八面体で作る十二面体

面を共有する人面体の骨格構造 (スケルトン)で作られた
正十二面体の立体
構造を紹介した。
この他、カーボンファミリーの折り紙モデルとして、ダイヤモ
ンド、グラフアイト、C60や C80などのフラーレンとカーボンナ
ノチューブの折り紙モデルを展示。
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氏  名 作品。研究名作品・研究名 作品・研究の概要説明作品・研究の概要説明

lSTAプラン① 立体パズル
サイエンスアート&日本の木工技術を融合した、調度価値
の高い立体パズルを製作・販売する。

ISttAプラン② 手作りおもちゃ
「手作りおもちゃ」の素晴らしさを書籍・キットの販売を通し

て広め、「ものづくり大国日本」を支える。

lSttAプラン③ 伝統木構造
日本の伝統的木構造建築の素晴らしさを体感できる模型

パズル・玩具・実用品を製作・販売する。

lSttAプラン④ 75,■にしTEL?
高齢化による孤立死を予防する見守リシステムを作り上

げ、日本中に普及させる

lSTAプラン⑤ 装飾用蓄水タイル
デザインされた「装飾用蓄水タイル」で、都市を彩り、都市

型洪水とヒートアイランド現象を抑制する。

ISTAプラン⑥ 水たまりん
自動給水/運搬パッケージ「水たまりん」で、日本の戦略的

資源「水」を世界に運び出して活用する。

lSTAプラン⑦
ワークショップ用キットの

開発・販売

「イメージミッション木鏡社」と協働で、子供の「創造力」を

高めるワークシヨップに有効なキットを開発し、製造・販売

する。

。「ジオボール」:プラトンの五立体とアルキメデスの13の

半正多面体を作ることが出来るペーパークラフトキット。各

多面体にはイスラムタイルのアラベスク模様が施されてい

ます。アメリカのイスラム建築デザイナー、ジエイ・ボナー

氏によるデザイン。京都大学名誉教授宮崎興二氏による

解説付。

・「テンセグリテイ」:テンセグリティ(Tensegrty)と は
「tensiOnaK張力)」と「integ面 ty(統合性)」とを掛けあわせた

造語です。
それぞれの棒はお互いに触れ合うことなく

張力によつて統合性を保つています。
この商品は構造理解の上で

最も分かりやすい 6本の支柱とゴムで作られています
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~活
動報告 ~

三鷹ネットワーク大学講座

ノーベル化学賞に見る科学と芸術の世界

―準結晶と芸術の融合を考える一

ISTA  渡辺泰成
講義の進め方 :

三鷹ネットワーク大学は三鷹市の三鷹ネットワーク大学推進機構が主催して毎月、科学、芸術文

化、福祉など幅広い分野の講師を招き、現役の社会人を対象にした本格的な教養講座である。聴

衆が主として現役の勤め人が多いため、夜間19時～20時半という時間帯で、一般講座は募集人

員も20名 に制限されているが、今回は応募者が多く約 30名 の参加者があったc子どもや学生など

講習生に対する講義とは異なり、講師の話題の理系分野の専門家に近い参加者がいる一方、まっ

たくの別の文系分野の参加者もおり、話のレベルをどの層を対象に絞るか大変悩むところであったc

今回は科学、特に結晶のお話で、ノーベル賞に輝いたイスラエルの物質科学シェヒトマン教授が発

見した準結晶の解説と芸術との関係のように、一般聴講者には興味を持つ話題になったと考えられ

る。講義に先立って文系、理系の参加者に挙手してもらい、理系が数名程度で参加者全体からす

ると4分の一程度であった。 レジュメは専門用語を使わずにお話的な内容にして話題に親しんでも

らうよう心がけたが、講義では「結晶」と「準結晶」を定義するキーワードを使って説明し、一定にレベ

ルの準結晶の科学的説明を行った。そもそも本講義は準結晶が発見された契機がイスラムのモザ

イクタイルと密接に関連し、そこから派生したタイリングアートの作品を展示して新しい科学と芸術の

世界を紹介することにあったので、結晶学的な知識は最低限必要であつた。結晶の対称、格子、準

結晶の射影、窓などの専門用語の解説には伝統模様を取り入れたり、図や結晶モデルを使つたり

して約 1時間解説した。講義終了後質疑応答 10分、その後「準周期タイリングアート作品」の展示

を、配布した作品の説明レジュメを手に ISTAのスタッフ3名 の協力で直接説明を行い鑑賞してもら

つたc質疑応答では、5回対称双晶に関する定義と準結晶との違い、物理的な性質に関する質問

など、専門に踏み込んだ議論活発になされた。

ア ンケー ト集計 :

アンケー トは参加者 35名 中 19名 が回答を寄せた。年齢層は次ページの表のとお りで現

役世代が参加者の半数以上を占めた。講演中ノー トを熱心に取るなど、参加者の真貪1さ が

感 じられた。
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アンケー ト結果を下記の表に示す。アンケー トは主催者側でまとめたものであるc

鮮月||

男性

女 鮮 2

無回答 0

合計 19

登録者数     38名
:うち関係者     4名 )

出席者数     35名
[うち関係者     4名 )

アンケート回収数  19枚

講義のテーマについて

12
. (03"

年 齢

10代 0

20代 0

301t 2

40代 4

501t 3

601t 8

70代以上 0

無回答 2

合計 19

講義の難易度について

14

12

10

8

6

4

2

0

14

12

:0

8

6

4

2

0

14

12

10

8

6

4

2

0

口a大査興味まかつた

●D姜妹澤かつた

。c昔通

口0あまり興味が沸かなかつた

■●奏味がおかなかつた

口、無亘薔

14

12

10

8

6

4

2

0

受講のきつ力ヽす(複数回答可)
講義を受講した満足度について

講座内容に関する予備知識

|● a大変満足 _ている

|● o潟 足している

1・ C普通
|口 oあ憲り澪足_て いない

|:i翼言碁Fい
ない

|

‐３韓
12

10

8

6

4

2

0

６
鋤 ５
０

今後受話したい講座

a冒 じ講師 電■の内容で 今=
の妻経の機籠的な講座

違う講師:こよる、賞4の内容の
講座

cEじ講師による、通つた●彗の

識座

1繊鱗 内さともに 今回をtま 全く

違う議産

cその

“
●x祭巨番
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集計結果の分析 :

「講義のテーマ」と「受講のきっかけ」については、テーマにある「科学と芸術」ある

いは副題である「準結晶と芸術の融合」とい うような題名に興味を持つた参加者が多かっ

た。内容についてもチラシで簡単な説明をつけたので、受講のきっかけとなったであろう。

一番興味深い反応は、講義の難易度である。本来、結晶学というのは空間認識の科学であ

る。結晶は長距離秩序を持つた原子や分子の集合体であり、その態様によって、物理や化

学の現象が係わつてくるが、長距離秩序の規則は空間の幾何学であり、理系でも固体物理

や化学の入門編で習 う程度で科学の一般常識にはなっていない。これは 「予備知識」のア

ンケー トで分かるように大部分の受講者は結晶の予備知識は持つていなかったc

準結晶はノーベル賞に値する業績ににもかかわらず受賞に発見から30年近く時間を要

したのは、準結晶が結晶を高次元空間に拡張 した概念を使って定義 している点にある。

人間は 3次元空間でも感覚的に危 うさを伴 う。 4次元以上の高次元空間は抽象化 された世

界でしかない。このような数理幾何学から導かれた新 しい結晶学が準結晶の理論的な基盤

になっているところに難解な原因がある。アンケー ト結果は当然の帰結であるが、それに

もかかわらず「講義の満足度」が比較的高く出た点は何故であろうか。一見矛盾 した結果に

見えるが、難解な準結晶から出てきた結果がペンローズタイルと完全に一致する AIMnの

構造のように自然界で具現 している点であった り、理論から導かれたいろいろな構造モデ

ルのタイ リングアー トヘの応用など法則美芸術を具体的に示すことができた点にあると言

えよう。

一般に社会人講座は一回でいろいろな話題の全体像を易 しく講義 し学ぶとが常道である

が、前述のように難解な準結晶の講義を市民講座で行 うには 1～ 2時間程度では十分その

面白さを伝え切れなかった。 リクエス トの希望者もいたので、レジュメを充実してシリー

ズでもつと掘 り下げてみる方が良いかもしれない。今後の講義の糧にしたいと考える。

最後に、ネットワーク大学の講師に呼んで頂いた三鷹ネットワーク大学事務局田辺伸一

氏、NPO法人科学宅配塾 餌取章男氏、理化学研究所広報室井上晃氏に御礼申し上げる。
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―――活動報告 ―――

こども科学教室 すけるはつぱをつくろ !

梅田翔子

2013年 2月 2日 、新座市児童センターにて、ワークショップを開催した。2012年 8月 に膝
折市民センター行つたワークショップとおなじ内容。担当者も前回の経験が活きて、全体の進行が

ス

ムーズにすすんだように感じた。

1.概要
題目

日時

場所

主催

対象者

参加費

2.担当者
司会

「こども科学教室 すけるはつぱをつくろ !」
2013年 2月 2日 (土) 13:00～  14:30
新座市児童センター 学習室
NPO法人 科学芸術学際研究所  ISTA
: 小学生 。中学生
: 300円

梅田翔子

こども指導  : 池上祐司、小原廣久、加藤洋一、柴崎謙一

3.内容
持ち物 : 使い終わった歯ブラシ・透明にしたい葉つぱ
材料  : ヒイラギモクセイ (苛性ソーダで煮沸したもの)

13:00 プリントを配布 / 流れを説明 (梅田)
13:10 ワークショップ開始
1 ・ 煮込んだヒイラギの葉を西己布
2 ・ 紙皿の上で、歯ブラシでやさしくたたいてもらう。葉肉が落ち、葉脈だ
けが残る。

3 ・ 葉肉をすべて落としおわつた子から、ティッシュで水分をふきとる。
4 。 「色つけコーナー」で、漂白後、カラーインクで自由に色つけをしても

らう。

5 ・ アレンジのため、「いろがみコーナー」で色紙を切る、シールを貼るな
どしてもらう。

6 ・ 手が空いている子には、顕微鏡でいっしよに観察する。
7 ・ ラミネー トシー トに、色紙・シール・はつぱを挟み、「ラミネー トコー
ナー」で加工する。

8 ・ 切つたり、パンチで穴をあけてひもを通したりして、しおりにする。
12:00 終わりの挨拶

4.成果
。参加者・・ 。10名。うち、親子連れが 3、 4組。
。小学校高学年の参加者が多く、葉っぱの成分の話などもしつかりと聞いてくれた。
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・特に色づけコーナーが人気で、子どもたちが楽しんでいた。終わった子はあたらしい葉っばにど
んどん挑戦するなど、子どもたちは終始積極的に楽しんでいるように感じられた。

5。 アンケー ト

今日の科学教室はおもしるかったですか ?
はい 10名  / いいえ o名

どんなところがおもしろかったですか ?
。色をつけるところや、こする所です。すごく楽しく、いっぱいつくれてよかったです。
家でもつくりたいです。
・ 色をつけるところや、かざりつけがおもしろかった。
。 いろつけするところ。
・ はつぱにいろがつくのが、おもしろかったです。
・ はじめてこんなじっけんをしたのでたのしかったです。
・ 色をつけるところ。
。そうがんきょうでみたらすごかった。
。いろをつけることがたのしかった。
・ ぜんぶがおもしろかった。
。歯ブラシで葉っぱをゴシゴシしたところです。

かみねんどでいろんなものをつくってみたいです。
何でもいいから、おもしろいコトやってくださぃ。
化石のせい分のしゅるいをしりたい。
なぜ、さつまいもをつぶしたら、きもちわるいのか。

忠舌L8忠馨万ぉこ:[二乞宗労:力 :Fヽ
すごいじつけんをしてみたいです。

なんでもいいから、いいもの (つかえるもの)を作りたい !!です !

とくにないけど、かわいぃ物がつくりたいです !

6。 反省
。前回にくらべ、芸術だけでなく、科学の面でも充実したイベン トになるようにこころが
けた。参加者が小学校高学年の子が多かったので、すこしもの足 りないようにも感 じた。
参加者の年齢によっては、もう少し難 しい内容を準備 していいかもしれない。
。 こどもたちは最後まで楽しそうにやってくれて、 1時間半、あっという間に感 じた。
アンケー トも好評で、反映されていて、嬉 しく思います。
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一
活動報告 

―

Skypeを利用 したモンゴル国日本語学習者への遠隔授業実践

東京学芸大学 松浦研究室 田口穂高 TAGUCHI,Hodaka

1。 は じめに

1990年代以降、インターネットの普及で、

ICTを活用 した遠隔地との遠隔授業の実施が

様々に試みられている。Skypeも その授業ツー

ルの一つである。また、モンゴルが民主化・市

場経済化への道を選択 した 1990年代以降、モ

ンゴル と日本両国の関係が急速に発展 したこ

とから、日本語専門家の需要、またその養成の

必要が高まり、一種の日本語ブームが訪れた。

そして 2006年現在、モンゴルは国民人口あた

りの日本への留学率で世界一となつた。しかし

国際交流基金の海外 日本語教育機関調査によ

れば、2009年 には、2006年からの変化 として、

機関数は 90機関から 66機関に、教師数は 354

名から238名 に、学習者数は 12620人から

11604人に減少 している。今後も、日本語教育

を取 り巻く環境が好転 しない限 り、減少傾向が

持続すると予測されている。

本研究では、昨年度の ISTA教材を用いた錯

視ワークショップの発展 として、ウランバー ト

ル第 18番学校で日本語を学習する生徒 2ク ラ

ス及びウランバー トル教員研修所理科教材研

究会への参加者を対象に、Skypeを利用した遠

隔授業を行い、その有用性 と問題点を検討 した。

2.Skypeの 概要

2.1。 Skypeに ついて

Skypeは、マイクロソフ ト社が提供するP2P

(Peer to Peer)技術を利用したコミュニケーシ

ョン・ソフ トウェアであり、比較的低速な回線

やファイアーウォールの内側でも高音質の安

定した通話を実現できることが特徴である。

2.2。 Skypeくつ機能 と特徴

Skypeに は、無料の Skypeと 、月々一定金

額を支払うことで無料の機能を更に拡張でき

る Skype Premiumが ある。それぞれの主な機

能と特徴に関しては次の表の通りである。

表 l Skypeの 主な機能 と特徴
主な機能 特徴

ビデオ通話 Skype同士であれば、世界中のユー

ザと無料で音声のみならず、顔を見

ながら通話することができる。

インスタン トメッ

セージ

通話を発信せずに気軽に無料でチ

ャットができる。

ファイルを送信 文書ファイル、ビデオクリップ、写

真など、サイズに制限なく無料で送

信できる。

画面共有 Skypeユーザ 1人 と無料で、通話を

介して画面上のプレゼンテーショ

ンや写真などを共有できる。

グループビデオ通

話

同時に最高 10人までの人と、顔を

見ながら通話ができる。

3.遠隔授業実践
3.1.モ ンゴル第 18番学校遠隔授業実践

3.1.1.受講者について

モンゴル第 18番学校 (以下、「18番学校」

と略記)で 日本語を学習する 2ク ラスの生徒を

対象に、Skypeを利用して遠隔授業実践をした。

クラスの内訳は、13～ 14歳クラス 14名 、15

～16歳クラス 12名 である。
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3.1.2.遠隔授業の構成

本遠隔授業は、東京学芸大学自然科学系研究

棟研究室 (以下、「研究室」と略記)で実践 し

た。研究室と 18番学校で Skypeの ビデオ通話

機能を利用 し、日本語の授業を計 6回実践 した。

授業形式は、2地′点間授業と、3地′点間授業の

形式をとったc2地点間授業では、研究室と
18番学校で Skypeの ビデオ通話機能を利用 し、

研究室の学生 2～ 3名 が実施 した。

3地点間授業では、研究室と 18番学校、移

動授業者 (ノ ー トPCにハンディビデオカメラ

を取 り付け、Wi‐ Fiで接続 しながら、屋外を移

動 して周囲を紹介する授業者)で、Skypeの グ

ループビデオ通話を利用 し、研究室の学生 4～

6名 が実施 した (写真 1)c

写真 1.3地点間授業の様子(上左がウラン
バー トル 18番学校、上右が屋外発信者、中

央下が基地局である東京学芸大学研究室。

3.1.3.使用 ソフ トウェア と機器

授業実践には、Mac OS XIVersion 10.8.2

プロセッ:2.5GHz lntel COre i5、  メモ リ:4GB

1333MHz DDR3)を使用 し、遠隔授業ツールと

して Skype(Version6.0.59.2968)で のチャット

機能、ビデオ通話機能を利用した。また、Skype

Premiumに よる画面共有機能、グループビデ

オ通話機能も利用 したc更に、本遠隔授業を録

画するため、画面録画ソフ トウェア、Demo

RecorderlVersiOn2.0)と 音声録音ソフ トウェ

ア、Soundf10werbed(VersiOn l.6.6)を 併用 し

た。通話切断等に備えて、代替え機器 として

PanasOnic、 デジタルハイビジョンカメラ

(HDC― HS300)を使用 した。

移動授業者は、MacB00kAir(プ ロセ ッサ:1.8

GHz lntel COre i7メ モリ:4GB)に 、Web

写真 2.渋谷駅前から Wi■ と Mac B00k
Airを用いてウランバー トル 18番学校と遠

隔授業を行う様子c

Camera(LOgicool C615)を 取 り付けたものを

持ち、Skype(Version 5.8.0.1027)を 起動後、

授業に参加 した (写真 2)D

18番学校は、Windows XP(PrOfessiOnal

VersiOn2002 プロセッサ:Intel COre2 Du0

2GHz、 メモ リ:2GB)を 使用 し、中国製のマイ

クイ寸き Web Camera lこ より、 Skype

(Vers10n6.0.0.126)を 利用して本授業に参力日

していただいた。

3.1.4.ネ ッ トワーク環境

ネットワーク環境は表 2に示す通 りであるD

表 2 ネ ッ トワーク環境

研究室 18番学校

種類 光ファイバ 光ファイバ

速度 10OMbps 1.5Mbps

接続先 SINET4 プロバイダ

3.1.5.授業内容

資料 として授業内容を記載 したワークシー

トと、アンケー トを pdfフ ァイルにし、授業前

に 18番学校の教員に e‐ mailで送信 した。モン

ゴル側でのテキス ト配布後、Skypeの 映像、音

声調節を行い、授業を開始 した。授業は全 9回

を予定 していたが、全 6回の授業を行つた。中

止の 3回は、Skype Premiumの 画面共有機能、

グループ通話機能の使用のもとでの、映像及び

音声不良 (第 2回)に よるものと、モンゴルで

の停電 (第 5回 )、 18番学校の予定変更 (第 9

回)に よるものであった。授業時間は日本時間
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で 12時～13時半の 90分間で予定をしていた

が、実際の授業の開始時間、終了時間にはばら

つきがあつた。毎回授業後、アンケー ト調査を

行つた。 (3地′点間授業第 6回のみ未実施)な

お、3地点間授業で屋外を撮影する際は、事前

に撮影箇所の依頼をし、撮影許可を得た。

Skypeを利用 して遠隔授業を行 う際に発生

する接続障害への対策を表 3に まとめた。

3.2.ウ ランバー トル理科教材研究会

3.2.1.理科教材研究会の概要

2013年 1月 28日 ～2月 1日 までの 5日 間、

モンゴル国立大学でウランバー トル理科教材

研究会が開催された。本研究会の目的は、実験

を楽 しむのではなく、モンゴル全体で活用でき

るような理科コンテンツを作成 して配信 して

いけるようなモンゴル人による研究組織の種

を作ることであつた。参加者はモンゴルの教育

関係者 30名程度で、日本人スタッフが研究会

の現地講師にあたつた。研究会の時間は日本時

間で午前 11時から午後 13時までであり、研

究会の途中で研究室の学生 2～ 3名 が Skypeを

利用 し、身の回りの素材を利用した実験のでも

ス トレーションを行つた。

3.2.2.研究会 の構成 とネ ッ トワーク環境

会場 PCは、MacBookAir(プ ロセッサ :

1.8GHz lntel Core i7メ モリ:4GBマ イク内

蔵)に 、Web CameralLogicool C615)を 取 り付

けたもので、Skype(Version5.8.0.1027)を 利用

した。会場のネットワークは光ファイバ 1.5

Mbpsの 地域イン トラネットであつた。

4.結 果 と考察

4。 118番 学校遠隔授業実践の結果 と考察

図 1は、録画ビデオをもとに作成 した 2地′点

間遠隔授業での接続障害発生時間を示す。接続

障害発生時間とは、画面、音声不良及びテレビ

会話が切断され、授業が完全に中断 した時間で

あり、図 1の黒く塗 りつぶ した部分である。第

4回で起きた、モンゴル側授業終了前 7分間の

停電を含む 28分間の接続障害発生時間を除

き、第 1回の授業の接続障害発生時間 11分間

に比べて接続障害対策後の第 3回 7分間、第 7

回 7分 30秒間と、接続障害発生時間が減少 し

た。接続障害発生回数も、第 1回は 5回だが、

それ以降はいずれも 2回 と減少 している。

12:00         12:30       13:00        13:30

第 1回  _■ I  I I        E   I
第 3回  ‐ |          |    |

第 4回       ロ

第 7回    ‐           ■

図 1 2地 点間での接続障害発生時間

図 2は、3地点間での接続障害発生時間を示

す。画面、音声不良及び全地点でのテレビ通話

が切断され、授業が完全に中断した部分を黒く

塗 りつぶ した。3地点間での授業も 2地点間の

授業と同様に、第 6回 (3地点間授業では初回)

の接続障害発生時間 9分 40秒に比べ、接続障

害対策後の第 8回は 3分 30秒間と、接続障害

発生時間に減少が見られた。また、接続障害発

生時間も 5回から4回 と、減少が見られた。

12:00        12:30       13:00         13:30

第 6回            
…

一一
~‐
―一

「

・

第 8回

図 2 3地 点間での接続障害発生時間

図 3は、3地点間での授業で、画面及び音声

不良により、移動授業者のテ レビ通話が切断さ

れた部分を黒く塗 りつぶ している。第 6回 (3

地点では初回)の接続障害発生時間 76分 40

秒に比べ、接続障害対策後の第 8回は 57分 50

秒 と、接続障害発生時間に減少が見られた。

12:00        12:30 13:00       13:30

第 6回

第 8回

図 3 移動授業者の接続障害発生時間

表 3.接続障害への対策

2地点聞授業及び 3地点

nU授業共通で対策す る項

目

3地 点聞授業で対策す る項 目

事

前

く動作確認>

使用する予定の機能及び

アプリケーションを本番

の選隔地とのビデオ通話

で試行する。

く接続薇翼 >

・移動予定の地点で Wi・ Fiの検続 が途

切れやすい笛所を リス トア ップ し、そ

の笛所 を移動授業者 が回選 す るルー

トを作成す る。→本番 の選隔地 とグル

ープビデオ会話で供行す る。

授

業

実

施

中

画面・音声不良が発生した場合

・ 2地 点間で画面・ ■声

不良が続 く場合 は一度 ビ

デオ通話 を切断する。

r3地 点 目のビデオ通話 を切断す る。

再接続 をす る
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次に、授業実践における 2ク ラスのアンケー

トについてまとめた。3地点間授業のアンケー

トは、第 6回が時間の都合上未実施であったた

め、第 8回のアンケー ト結果のみ示 した。また、

最終回後に行つた 18番学校の日本語教員ヘ

の間き取 り調査も含め、結果と考察を示す。

まず、授業時の画面の見やすさに関して「画

面はみやすかつた」という項 目に、5段階評価

してもらった。図 4～ 6は、それぞれ第 1、 7、

8回 目授業での 5段階評価回答をヒス トグラ

ムにしたものである。

第 1回 2地点
(13～ 14歳 クラス)

図 4第 1回画面評価 図

2地点間授業に関して、第 1回評価から第 7

回評価で向上が見られたのは、接続障害対策を

行つたためであると考える。次に、3地点間授

業での 18番学校教師へのアンケー トでは、
「3地点で授業を行った時のこどもたちの様

子はどうでしたか」とい う質問に対 し、「生徒

たちが、何を見せてくれるのだろうかと、楽 し

みに待つていたが、成功はしなかった」という

記述から、画面不

良により移動授業

者の映像が長時間

伝達できなかった

ためであると考え

られる。また、 1

8番学校教師への

アンケー トでは、

授業全体を通 して

図 6第 8回画面評価  
「Skypeの画質は、

授業を行うにあたつて、支障がありましたか。」

という項目に対し、「ある」と回答している。

具体例としては、「画像がぶれて、灰色になっ

たり、画像が映らなかったりする場合があった」

と回答した。そのため、Skypeの画像の見やす

さという項目に関しては、今後検討すべき問題

の一つであると考える。

次に、授業時の音の間こえやすさに関してで

ある。「音声は聞こえやすかった」という項目

に、 5段階で評価してもらつた。図 7～ 9は、

それぞれの回答の 5段階評価をヒス トグラム

にしたものである。

第 1回 2 第 7回 2地点
(15～ 10識クラス)(13‐ 14識タ ス)      (%)
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図 7第 1回音評価  図 8第 7回音評価
18番学校教師へのアンケー トでは、授業

全体を通して、「Skypeの音質は、授業を行う

にあたって支障がありましたか。」という項目

に対し、「ある」と回答した。具体的には、「音

声、言つていることが聞きにくい場合もある」

と回答した。更に、「Skypeで の授業中、こど

もがつまらなそうにしていたり、集中できなく

なったのはどのような場面ですか。」という項

第 7回 2地点
(15-10畿 クラス)
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ク図 10 13″14歳

クラス評価

図 11 15～ 16歳

クラス評価

授業の改善すべき点」の項 目にも、「音声と画

像を良くしたい、改善する必要がある。」と回

答 した。つまり、Skypeで遠隔授業を実施する

にあたり、画像のみならず、音声も今後改善し

ていくべき問題点として挙げられる。

次に、遠隔授業の際に実施 した 2ク ラスに共

通する質問項 目のアンケー ト結果についてで

ある。「日本の学生と学習するのは楽 しい」、「日

本のことを更に知 りたくなつた」とい う質問項

目に、5段階で評価 してもらつた。図 10～ 1

3は、それぞれの回答の 5段階評価をヒス トグ

ラムにしたものである。「日本の学生 と学習す

るのは楽 しい」、「日本のことを更に知 りた く

なった」という質問項目には高い評価を示し

た。

18番学校教師へのアンケー トでは、
「Skype授業をはじめて、こどもたちの日本

に対する興味や関心の向上は見られました

か」という項目に対して、「子どもたちは週

1回のSkype授業を楽しんで待つている」、

「日本や日本人についてもつとたくさんの

ことを知りたがつている」という回答が得ら

れた。また、「Skype授業を始めて、子どもた

ちの日本語学習意欲の向上は見られました

か。」という質問項目に対し、「日本に留学し

たいという生徒の人数が増えている」という

回答が得られた。更に、13～ 14歳 クラス

に「画面を通さず、対面できた方がよい」と

いう項目を5段階で評価してもらつたとこ

ろ、第 1回で全員が「とてもそう思う」と回

図 12 13″14歳

クラス評価

答 したのに対 し、第 8回で「どちらでもない」、

「そ う思わない」、「全然思わない」に回答が

推移 したことからも、Skypeを利用した遠隔

地からの授業実践には有用性が見出された

(図 14)。

画面を通さず、対面できたほうが良い

図 14 「画面を通さず、
がよい」

4.2 ウランパー トル理科教材研究会結

果 と考察

ウランバー トル理科教材研究会における

アンケー トについてまとめた。まず、Skype
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の画面と音質に関して述べる。

図 15,16は、「Skypeの 画面で実験を見る

にあたり、画面に支障はありましたか ?」 及

び「Skypeの画面で実験を見るにあたり、音

質に支障はありましたか ?」 という質問をし

た結果である。音声に関しては問題がなかっ

たことが分かつたが、画面に関しては、参加

者の 12%が「はい」と回答 したことにより、
改善の余地があると考える

スカイプを知つていましたか?
また、使つたことはありますか?

程:[ビ百〕
もある

119`

知っていた
が、使った
ことはない

17%

図 17「Skypeを知っていましたか ?
また、使つたことはありますか ?」 に関

する結果

図 17は、「Skypeを知っていましたか ?

また、Skypeを 使ったことはありますか ?」

に関する質問項 目の結果を示 したグラフで

ある。 7割の参加者が Skypeの ことを知ら
なかった。とい う結果が示された。 しかし、

「Skypeを今後利用 したいですか ?」 とい う

質問項 目には、回答者全員が「はい」と回答

した (図 18)。 また、「ほかの学校や先生に、

Skypeの利用を勧めたいですか ?」 という項

目にも、回答者全員が「はい」と回答 した。

(図 19)表 4にその理由や意見をまとめた。

表 4 Skype利 用 をすすめたい理 由
機能 。性能に関

する理由 。誰でも使 うことが可能

早 い料鉦
小

時間に関する理

由

。時間の節約ができる
。こどもたちに短時間でたくさ
んの情報を与えることができ
ると思う

情報交換に関す

る理由

。今は PCが発達 しているこの
時代に生きているので、自分の

学んだことを交流するため
。実験、情報を交換する可能性

がでてきた
。必要な情報を収集できる
。 実験の実施の仕方を見せ る

可能性がでてきた。

図 18 Skypeを 今後  図 19 Skype利 用を
利 用 した い です  勧めたいですか ?
か ?に関する結果   に関する結果

表 5には、研究会で Skypeを利用 したこ

とに対 して、良かつた点と問題点の回答例を

まとめた。

表 5 Skypeを 利用 したことに対 して良
かつた点 と問題点の回答例

研究会のアンケー ト結果から、参加者で

Skypeを知らなかった方が 7割いる中、今後

利用 したい、また、ほかの先生にすすめたい

とい う質問に全員が「はい」と回答 した。ア

ンケー トの回答か らも、研究会の実験で

Skypeの機能、性能のよさ、時間短縮の利便

性からも考えて、今後モンゴルの教育関係者

が情報交換、情報収集する際の一つのツール

として有用性があることが明らかになった。

しかし、Skypeを利用 した研究会での問題点

の解答例の中には、Skypeの使い方を初めか

Sb・peを今後、利用した
いですか?

いい

0%

ほかの学校や先生に、
董peの利用をすすめた
いですか?

いい

0%

良かっ

た点

。Skypeを気に入った、理解 しやすい
。今後自分の授業に幅広く使つていくのが

大切だと思った
。無料なのでみんなで使える可能性がある
。友達や同僚とも交流するために使いたい
。無料で使える。遠距離でも自分のやりた
いことを話しながらやってみて、アイデア

を出せる可能性がある
。画像と音声もよかつた
。時間の節約ができる、短時間でたくさん
のものを見せることもできる
。学習、セミナーに使えば、いろいろな人
の時間や交通費を節約できる

問題点 。どうやってインターネットに入つていく
のか、すべて一つずつ教えてくれるといい。
インターネットからスカイプにどうやって
入るのか、どんなステップがあるのか教え

てはしい
。スカイプを使 う研修、ア ドバイスをくれ
ればよく使うかもしれない
。自分たちで実際に試 していたら、たくさ
ん知る可能性があったと思う
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ら教えていただきたいといつた意見も書か

れていた。今後は、モンゴルの教育関係者に

Skypeの使い方を教授するためのセミナー

や研修会を開くことにより、よリー層 Skype

がモンゴルの授業ツールの一つ として普及

していくと考えられる。

5.結 論 と今後 の展望

本研究では、モンゴル第 18番学校で日本

語を学習する生徒 2ク ラス (13～ 14歳ク

ラス、15～ 16歳クラス)を対象に、Skype

を利用した遠隔授業実践を行い、その有用性

と問題点を検討 した。18番学校生徒に実施

したアンケー ト結果より、モンゴル国への日

本語教育を Skypeで 実施することには有用

性があることが示唆された。また、ウランバ

ー トル研究会の参加者のアンケー ト結果よ

り、Skypeが 、モンゴル内での情報交換ツー

ルの一つに成 り得ることが明らかになった。

研究会では音声の間こえやすさに問題は

なかつたが、画面の見やすさに関しては 18

番学校、研究会ともに課題 となった。画像や

音声による接続障害時間を改善すべく、更な

る接続障害の原因因子の特定、Skypeの機能

を補完するアプリケーシヨンの検討などを

行い、モンゴル国の一つの授業ツールとして

skypeが普及することに期待 したい。
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一
活動報告  

一

多様な才能を発見し伸ばす実験教室のデザイン

サ 達障碍をもつ子どもの実験教室を通して一

東京学芸大学理科教育学   柳澤文香

1.は じめに

近年 twice exceptional children(2E,二 重に例外的な子ども)と いう,発達に問題を抱えながらも,

特定分野で高い能力を発揮する子どもに対する支援のあり方が注目されているc自信を持てるもの ,

才能を発揮できるものを見出すことは,障碍を持つ子どもにとってきわめて大きな意味を持つc

さて一般に,子どもの興味関心を惹く理科実験には,子どもの多様な才能を引き出す数多くの要素

があるのではない力、 また教育者は理科実験に没入する子どもの行動から,子 どもの才能を伸ばす糸

口を発見することが可能ではなかろう力、

以上のことをふまえ本研究では,子どもの多様な才能を引き出す理科実験をカスタマイズする設計

法を明らかにすることを目的とした。そこで種々の才能タイプと実験の要素との関係を検討し,実際
の子どもの行動から才能タイプに合わせた柔軟な指導を展開する方略を検討した。

2.実験教室の実施

本研究は,NPO法 人朝霞手をつなぐ育成会主催の理科実験体験教室 (以下 「実験教室」と略記)
において,その企画実行を通じて実施されたc2012年度は朝霞市産業文化センターの集会室を会場に

して,小学生から高校生の発達障碍をもつ子どもを対象とした実験教室を計 3回行った。参加者 1名

ずつに iPadを配布 し,参加者の実態を把握 した学生が担当して個別実験を中心にして行った。

表 1 2012年度実験教室の実施

日時 参加者数 (発達障碍児数) 学生数 (担当者数) 実験テーマ

7月 28日 13:00卜 15:00 6(5) 14 (12) 固有振動と地震

8り号26日  13:00‐ 15:00 (9) 9(9) 発電 とモーター

12月 16日 13:00-15:00 7(6) 13 (8) 空気を用いた実験

空気の実験教室においては,8つの小実験の中から参加者が自分の好みに合わせて選択することで
自発的な行動を促した。参加者は自分のペースで担当の学生や他の参加者と楽しみながら遊んでいた。

全ての参加者が最も楽しんでいたのが後半 1時間で行った空気砲の実験だつた。段ボールやペットボ

トルで作製した空気砲にフォグマシーンで煙を入れ,何度も渦輪を発射させて楽しんでいた。また参
加者と担当者が入り乱れての打ち合いや,的当てゲームにも夢中になっている様子が印象的だったc

3.個別の才能タイプ分布の可視化

3.1 3つ の能カタイプ分類

参加者個々の才能タイプの分布を示すために,まず実験教室で見られた行動における能力を「技術
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力,緻密さ」「論理性,科学的思考力」晴J造性,独創性」の 3つのタイプに分類した。「技術力,緻密

さ」能カタイプは実験を行う際の器具の扱い方や,正確な刊頂,工作での手先の器用さなどで判断し

た。「論理陛,科学的思考力」能カタイプは自分なりの考えのもとに探索する言動や,科学的思考法を

用いて実験する行動で判断した。そして意表をつく行動や,実験の方法によらない行動を「創造性,

独創性」能カタイプとして鎌 した。

3.2 没入度

次に, ビデオ記録と担当者の間き取りから参加者の対象や行為への
「没入度」を,注視した時間や

笑顔の有無,反復行動の有無,行動継続時間, 自発的行為の発生をもとに「浅い」「中程度」「深い」

の3段階に算出した。例として「指示されて行つたがすぐに飽きた」は没入度が浅いと判断し,「自ら

行つたがすぐに飽きた」や「指示され行い継続した」は没入度が中程度,「自ら行い何度も繰り返した」

「笑顔が見られ,継続して注視した」は没入度が深いと判断した。3つの能カタイプを示す行動の頻

度とその没入度から個別の才能タイプ分布を作成し (図 1),その結果が図 2である。

才能タイプ分布の結果から全体として,創造性,独創性の能カタイプの割合が多く,ユニークな行

動を示す参加者が多いことが分かつた。また技術力,緻密さ能カタイプの表出が低い要因として,空

気の実験では手の込んだ工作実験が少なかったと考えられる。しかし参加者 Bは,用意された実験機

器に自ら改良を加える行FJJを頻繁に行つたというように,設計者側が想定しない場面においても能力

を発揮することが分かつた。

個別の才能タイブ分布の可視化

+ 〓
・二

一^
二
屁

一凛
　
　
中
　
一●

図 1個別の才能タイプ分布の可視化

個別の才籠タイブ分布

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

巾

ミ
中

●技術力,緻密さ

澪論理性,

思考カ
雛創造性,独創

80%   100%

図 2空気の実験教室における個別の才能タイプ分布の結果

4。 子どもを没入させる理科実験の性質

参加者を没入させ多様な才能を引き出す理科実験の要素を明ら力■こするために,個々の理科実験を

性質評価した。図 3に示すように評価の観点は「子どもの自律行動可能性」「現象の認知しやすさ」
「学

習形態の多様性」の 3つで,参カロ者にとつてそれぞれ「機器の使いやすさ」「実験のインパクト」
「没

入させる仕掛け」を見ている。発達障碍をもつ子どもにとつて,実験機器の使いにくさや,はつきり
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とした結果が分かりにくい実験は興味を持ちにくいばかりか, うまくできないことや理解できないこ

とが苦痛となる。

図 3 子 どもを没入 させ る理科実験の性質評価

「学習形態の多様性」は各実験で参加者が学習可能と想定した要素を「探索」「製作」「競争」に分

類し,その形態種数で評価した (表 4)c

参加者の没入度が深かった実験は学習形態を多様にとれることが多く,逆に活動を限定される実験
は興味や集中が持続 しないという傾向が見られたc

更に空気の実験教室における各実験の 3つの評価点を 3次元のグラフに表現したc3次元空間上に

(使いやすさ)

全て担当者 0

大部分担当 1

一部担当者 2

介入なし 3

変化の印象 印象が弱い 0

印象が中程度 1

印象が強い 2

作用と効果の因果関係

の分かりやすさ

分かりにくい 0

分かりやすい 1

実験器具の魅力 非日常的なサイズ 1

機器の新規性 1

デザイン性 1

知覚の種類 触覚 (強 ors3) 2orl

視覚 1

聴覚 1

(実験のインパクト) (没入させる仕掛け)

学習形態

探索 製作 競争

表 2空気の実験における学習形態の多様性

理科実験
学習形態

形態種数 探索 製作 競争
ツトホ トル 0

容器つ ,3ヽ し 1 容器の材質
3、たを風船に,

空気の重 さ 1 FI船かビニール袋 風胎のサイズ

マク至ヱルク 空気を吸い出す

シリンジ l 宇に入れるもの 解放か閉鎖か 押す引 く 水を入れる

クン トの実験 1 発砲ビーズの量 音量 周波数

容器持ち上げ 2 重りの数 持ち上げ方

風力発電 羽を変える 風を当てる場所 風の起こし方 風力発電工作

浮沈子 加圧か減圧 浮沈子工作 色 一

¨

夕

一

空気砲
ゾン小―ル /JNベ ツト

暗幕で煙の形 渦輪の衝突
骨恥の臭ん中を

骨輪の方向変換 空気砲工作 的当て
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図 4.自律的活動性、インパクト、多様性を軸とした、種々の空気の実験の位置づけを立体映像により

表示した。

実験を分布させ立体映像にして俯腋することで,一 日で実験の性質を把握することが可能にな
った (図

4)。

結論

本研究により理科実験に没入する子どもの行動からは,理科に限らない多様な才能が表出すること

か明らかになったcまた理科実験のもつ要素を事前に指導者が把握する事で,子どもの行動に合わせ

た柔軟な指導を展開し,よ り深い学習へ導く方法について検討したc学習形態を多様に変えられる実

験は,多様な才能を引き出し伸ばすことが可能であることも示唆された。

図 5.2012年度第 3回実験教室の様子
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――‐活動記録
ローー

活動アルバム

伊藤純子、小原廣久、渡辺泰成

膝折町内会ワークショップ

「虫笛をつくろう。振動つて?楽器つて?」 (5月 )

「透けるはっぱをつくろう。」(8月 )

li

つくば科学と芸術に出会う親子工作教室 (5月 )

「不思議なカメレオンカード」

ず竃二
「

F:Jttb
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新座児童センターワークシヨップ

「ポリドロンであそぼう」(5月 )

「すけるはつぱをつくろ

作り方を説明します

!」 (2月 )

歯ぶらしでやさしくこすります

　̈
饉

色も付けてラミネー トしてしおりを作成顕微鏡で葉脈を観察「すごいなあ」

53



朝霞アー トマルシェ(10月 )

「かけらつちつくつてね」 「こうやつてつくります」

サイエンスアゴラ(11月 日日本科学未来館)

「サイエンスとアートなおつきあい」をテーマに科学折り紙の展示とワークショップを開催

C60、 C70、 カーボンナノチューブなどの折り紙モデル

■毬轟

iゝtt≧

展示会場で集合写真パチリ 展示の様子

和紙のランプがとてもきれいです
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ワークショップの様子「難しいですか ?」 子供にも大人気のワークショップ

イスタ展(12月・朝霞中央公民館 )

サイエンスアート展とISTA事業プラン展示とワークショップを開催

会場看板 展示会場内にワークショップ会場・書籍コーナーを設置

麟 鍾

サイエンスアート展

準周期ドデカゴナルパターンの応用ロバンダナ

薔

戸
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ビデオフィードバックによるクジャクの映像 インクジエットアート「仏画」

7つの ISttAプラン         伝統木構造の模型のデモンストレーション

ワークショップ「科学折り紙一手作リダイヤモンド」

いろいろな色の折り紙でつくります お母さんもいっしょに
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三鷹ネットワーク大学講座(1月 日三鷹ネットワーク大学推進機構 )

「ノーベル化学賞に見る科学と芸術の世界一準結晶と芸術の融合を考える一」

ISttAサロン (ISttA事務 所 )

ISTA会員の研究分野・活動などを紹介するプレゼンテーション

総会・理事会・事務局会議・イベント準備委員会 (ISttA事務所)
4月 総会 5月 事務局会議



今回は、平成 24年 4月 より新理事となられた打田純二さんと中塚正彦さん、事業部長の小原廣久

さん、24年度のイベン トのメインテーマ「科学折り紙」の考案者であり、イベン ト準備委員会委

員長をしていただいた石原正三さんをご紹介いたします。

大学で法学を専攻し太陽生命に入社。現在、関連のシス

テム会社に出向中です。 ISTAと の出会いは、新間で I

STAの名前を拝見し渡邊さま、池上さまに接したのが最

初のきつかけです。

色々物を考える事が好きな内に、特許出願になぜかはまり、

西暦 2000年の介護保険導入をきつかけに、携帯電話によ

る孤独死予防のシステムを考えて日本と米国で特許を取

りました。

概要は、家電すべてをネットワークでつなげ、充電器を

キーステーションとして孤独死予防をするシステムです。

冷蔵庫が2日 あけつぱなし、ウオッシュレットに 1日 座ったまま、等家電をセンサ代わりにつか

う自然な感じが持ち味で、家電が独り暮らしの安否をも気遣うシステムです。

助けを呼びたくても呼べない状態の時に、家電と連携した充電器がその状況を察知し、備え付

けた携帯が助けを呼ぶものです。 IPV6時 代を見据えたものですが、今は充電器が 2日 も差し

っばなしの時に救援メールを発信するソフ トです。アンドロイ ドマーケットで販売しています.

これからの超高齢化社会にお役に立てるか、と思つています。

ISTAで は、「装飾用蓄水タイル」の特許を生かせたらと思つています。概要はビルの側面に

高含水の樹脂を貼り、雨により膨張
。収縮する顔料で都市の壁面を彩るとともに洪水の予防を図

る事を企図しています。実は、洪水は 7割が都市で発生している事は意外と知られていません。

フラクタルを生かしたデザイン、まさに科学と芸術の接′点を探れたら、と思っています。

サイエンスアゴラでは、「水資源貯蔵器 :水たまりん」の実演を去年しました。
パイプのみでし

か運べない水、の概念を玉に封じ込めて、回転体として運ぶ事を企図した特許です。世界の水事

情にどこかで貢献できれば、と思つています。朝日新間に掲載されたことがあります。

以上ちょっと風変わりで理解しがたい内容ですが、科学、化学には基本疎く、普段はサック
ス

教室にも通う趣味が大好きなものです。どちらかと言うと交渉事の方が性にあつています。

今後よろしくご指導下さい。

新理事の打田純二さん
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新理事の中塚正彦 さん

今期理事を努めさせていただく中塚です。

東京都生まれ朝霞市在住 (ISTA事 務所から徒歩 5分 )、
自宅近くの企業に機械設計のエンジエアとして働いていま

す。趣味は山登り。沢のぼりですが、現在は体重増によりお

休み中です。

理系育ちで科学の不思議好きなところと、芸術好き (中学時

代は美術部で油絵かいていました)の素養 (?)か らIST
Aに仲間いりさせていただきました。現在は妻の里美と共に

サイエンスアゴラやイスタ展等イベン トの実行部隊 (力仕

事)や事務局会後の宴会要員として活動しています。
ISTAに 参加して感じたことは、学際研究所の名の通りいろいろな立場の方々が参加されてそ
れぞれ 「際立った」活動をされているということです。科学出身のかた、芸術出身のかた、NP
O活動に興味ありのかた等々、それぞれ才能 。経験 。実力・クセを持たれていて、お話しさせて

いただくだけで大変楽しく刺激になります。

理事としては、いろいろな「際」に焦点をあてて活動の質を高められるよう工夫したいと考えて

います。それぞれの得意分野の 「際」同士の交流の頻度を増やしたい、地域の「際」超えて朝霞

には ISTAが あるよねと知ってもらいたい。年代の 「際」超えてより若い人が科学 。芸術に興
味を持って ISTAの 活動に参加できるようにしたいと思います。
みなさんが ISTAと いう「場」を使って、人と人とを結びつける機会をより多く作つたり、発
表会やホームページなどの ISTAの 活動そのものを、協力してくれた会員みなさんの「作品」
としてそれぞれが充実感が得られる活動になるようなお手伝いができればと考えていますc

ISTAと のかかわ りは、メールで写真などをや りとりしている

親 しい友人から、「面白いグループがあるので一度顔を出してみ

ない ?」 とのお誘いがあり、ふらつと事務局での会合に参加 さ

せて頂いた事がきっかけでした。

以前から自然の造形物や自然科学的見方の中に、仕組みや構造

に興味あるものが存在 していることを感 じていましたので、

ISTAの活動内容に惹かれてしまいました。とは言つても誘つて

くれた友人のようにアーティス トではないので作品で貢献でき

る事もないでしょうし、興味本位で面白いと感 じる環境にただ

身を置くだけの会員になつてもいいものか ?と 思いながらも入会しました。その後活動に参加し

たりしているうちに会の運営には自分が手伝えるような業務もあることや、ただ興味本位で傍観

していても問題ない組織であることが分かり、入会時の懸念も払拭されました。

暫くすると、私が以前メーカーに勤めていたとのことで事業部の役目を仰せつかり (実際には

事業部長の小原廣久さん
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主に技術部門であつたためこのような仕事は未経験ですが・・ 。)、 NPO法人と言う組織がどの

様なものか分からないままお引き受けし、現状は会員各位のアイデアを事業に結び付けるべく、

材料加工業者やミュジアムショップ等の調査を始めているところです。皆さんからアイデアや情

報を頂いて、少しずつでも結果を出し、少しでも皆さんのお役に立てればと考えています。

更に、ISTAを通じて知識欲を満たし、楽しいメンバーとの交流を深め、大いに楽しもうとも思つ

ていますので宜しくお願い致します。

24年度イベントテーマ「科学折り紙」考案者・イベント準備員会委員長の石原正三さん

黎・
‐        _  昨年の4月 に入会しました、石原正三と申します。

結晶の物理 。化学と科学教育を専門として、現在、越谷市せん

げん台の埼玉県立大学で教養科日 (物理学、物理学実験、数理科

学、科学史)と 初年次科目 (ス ター トアップ 。セミナー)を担当

しています。

物理学専攻の修士課程を修了して、帰国子女を対象とする高等

学校の教諭に着任し、約 10年間の教員生活後、スイス連邦のジュ

ネーブ大学に留学して結晶学を学びました。帰国後は、工業高等

専門学校を経て、1999年の開学と同時に現任校に着任しました。留学中に、ジュネーブ日本語補

習学校の非常勤講師を務めたり、帰国後、短い期間でしたが、新宿区戸山にある都立児童相談セ

ンターで、臨時職員として保母を務めたりと、“履歴書の汚さ"が私のセールスポイントです。

日本に帰国してからは、科学技術倫理や高等教育などに研究領域を広げ、教育研究を中心に活

動しています。特に、留学中に考案した、折り紙を使って結晶構造や分子構造の立体モデル制作

する手法 (“科学折り紙")を発展させ、科学折り紙を用いた実習教材の開発を継続しています。

現在、2010年に考案した、8面体を基本構造とするペンローズパターンの折り紙モデル (“PPO

モデル")を使い、2011年度のノーベル化学賞を受賞した準結晶に関する研究に新たな視点から

取り組み始めています。ふとしたきつかけで制作した PPOモデルが 1つの可能な準結晶の立体構

造を表現していることに気が付き、「PPOモデルの構造をした無機化合物の準結晶を合成したい」

という、 ドン・キホーテ的な夢を見始めているところです。
私にとつて、この 1年の ISTAでの活動は本当に貴重なものでした。4月 の ISTA入会直後に、

サイエンスアゴラ 2012への企画応募に関する協力を求めるメールが配信され、軽い気持ちで協

力を申し出たところ、科学折り紙をサイエンスアゴラ 2012の出展企画に取り上げていただき、

その上、責任者も務めさせていただきました。 10月 の朝霞アー トマルシェと 12月 の朝霞中央公

民館での ISTA展 においても、科学折り紙のワークショップを実施させていただき、ISTA会員の

皆様のご協力により、科学折り紙のワークショップを無事に実施することが出来ました。また、

折り紙のユニットに “かけらつち"と いうチャーミングな愛称を付けて頂き、“増殖する科学折り

紙"と いう新たな視点を加えることも出来ました。ご協力いただいた ISTA会員の皆様に心より

お礼を申し上げます。

今後もよろしくお願いいたします。
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編集後記

第 5巻をお届けします。

今号は 60ページ以上に及ぶ会誌になりました。

アー トギャラリーは、サイエンスアゴラ 2013の 出展テーマでもある「タイリングアー ト」を

取り上げました。論文「ボルマ トリックスを用いた有機 ELディスプレイ画像の浮遊表示」(櫻井・

浅野・内田)は、内田研究室の成果です。凹面鏡を利用して立体を空間に結像できる不思議な装

置は見たことがありますが、これはティスプレイの映像を空間に浮かして、これに触ると映像が

変わるというユニークな装置です。総説「モザイクタイルに花咲く美しい準結晶 I」 (渡辺)は準

結晶の発見がどうしてノーベル賞に輝いたかをやさしく解説した記事です。「静岡自然を学ぶ会」

の会誌に執筆したものを、大学生や他分野の研究者にも理解できるように加筆しました。後編を

次号に掲載予定です。解説 「植物の学名を知って、植物に親しむ (Ⅲ )」 (田 中)第 3回は、学名

などは専門的ですが、江戸時代に日本に滞在した外国人や日本の研究者によって海外に日本の植

物が紹介された経緯は興味を引きます。休載しておりました連載 「新撰大全 永暦雑書天文体制
項目 目録」 (谷)も本号で復活しました。天保年間 (1830年～)すでに暦を通して庶民に日食
や月食が起こる仕組みや惑星の運行が解説されていたことが分かります。

本号は九つもの活動報告を掲載しました。2012年度は地域・企業から依頼されたイベントも多

く、活発な活動が行われました。「膝折市民センター」でのワークショップ (講師 :大内 。梅田)

は昨年度初めに朝霞市内の町内会から依頼され、 2回にわたり実施しました。新座の児童館での

ワークショップ (講師 ::梅田)も 、毎年、新座児童センターからの依頼され、行つています。梅

田さんは武蔵野美術大学を卒業されたとても若い新会員です。「東芝科学館」からもワークショッ

プの依頼がありました (講師 :高木)。 「サイエンスアゴラ 2012」 「ISTA展」 (イベント実行委員

長・ワークショップ講師 :石原)は、多くの会員が参加して成功を収めました。「科学折り紙」を

テーマに展示・ワークショップを展開しました。社会人を対象とした夜間に開催の「三鷹ネット

ワーク大学講座」 (講師 ::渡辺)では本号総説と同じタイ トルで講演しました。前回に引き続き

松浦研究室からは、学生の田口さんと柳澤さんからの活動報告書をお届けします。

「ISTA会誌」は、会員だけでなく、ISTAを取り巻く関係者や関係団体にも配布します。また

昨年度、「ISTA会誌」は ISSN番号を取得し、論文は査読付きになりましたので、研究者の業績
リス トに掲載可能です。また国立国会図書館に納本もしています。さらに広く世間に発信できる

会誌になりました。本誌は、会員、非会員、旧会員を問わず、分野を超えて、著者が興味を持ち、

それを多くの市民とともに共有できる話題であれば、取り上げてまいります。専門性の高い研究

や作品を学生や市民に分かりやすい形で提供し皆様の活動をより広く知ってもらいたいと思いま

す。皆様の投稿をお待ちしております。

会誌に投稿される方は、最終ページに掲載されている「会誌投稿規程」をお読みください。
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ISTA会誌投稿規程

原稿のカテゴリー :

投稿者は、次のカテゴリーにしたがって、投稿をお願い致します。

(1)論文、技術報告、評論
(2)サイエンスアー トギャラリー

(3)解説、総説
(4)随筆
(5)書籍紹介
(6)活動報告、活動アルバム、コラム、 トピック、会員のひろば、その他

査読 :

・ 原稿のカテゴリー (1)(2)の原稿に対しては閲読者をたて査読を行います。
下記のような点に留意して査読を行いますので、執筆者の方はご了承下さい。

i 原稿の内容が著者の選んだカテゴリーに適合していること
五 明らかな間違いがないこと
面 他分野、あるいは一般の読者に理解されるように、文章や図がわかりやすいこと
市 原稿の書式が本規定の書式に従つていること
v 参考文献、他誌に掲載済みの記事の転載や引用には出典を明記すること。ウィキペディ
ア、その他の URLを利用する場合は執筆者が明確な場合に限ること

宙 宗教団体、政治団体、暴力団などの紹介または宣伝などNPO法で禁じられている内容で
ないこ、公序良俗に反しないこと、誹謗中傷などトラブルにつながるような内容を含ま

ないこと

投稿者は閲読者の候補を希望することができますが、閲読者は編集委員会が決定します。

閲読結果は、編集委員が閲読者の報告を基準に基づいて総合的に判断し、訂正をお願いする

ことがあります。場合によつては受理できない場合もありますのでご了承下さい。

・ カテゴリー (3)～ (5)の原稿について、査読は行いませんが、編集部で基準を参考に審議
します。文章、字句の訂正などをお願いする場合もありますのでご了承下さい。

・ カテゴリー (6)の読者 (会員)の投稿については、査読基準宙に違反しなければ、原則とし
てそのまま掲載しますが、投稿者は、査読基準宙の遵守と写真掲載など個人情報の保護に配慮

をお願いします。

査読以前に、市の基準に従つていない原稿は編集部で原稿を返却し、規定の書式に修正してもら

うことがありますので、ご了承下さい。

版権 :

掲載が決定された原稿の版権は ISTAに属しますが、著者は会誌の巻、号 年度 ページ等を
記せば自分の原稿や図を自由に使用できます。カテゴリー (2)に掲載するアー ト作品の著作
権を ISTAに渡したくない場合は、著作者に著作権があることを明記することができます。
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原稿の書式 :

・ カテゴリー (1)論文、技術報告、評論、(3)解説、総説の原稿
サイズ :A4余 白 上 30mm、 左右 25mm、 下 25mm
フォン ト:ワ ー ドでは MS明朝
文字サイズ :

タイ トル :中央に 16ポイン ト

所属、姓名 :中央に 14ポイント

原稿のサイズ 105ポイン ト
カテゴリー (1)論文、技術報告、評論に限り、数行の英文アブス トラクトおよびキーワー
ドをつけて下さい。

原稿の長さ :5ベージ以内、 5ベージより長くなる場合は、連載の形式をとることができま
す。

・カテゴリー (2)サイエンスアー トギャラリーの説明文
サイエンアー トギャラリーを口絵に掲載したい場合は.編集部で回絵の書式電子ファイルを
送るので、 1作品 1ページの例に倣って、タイ トル、画像 (jpgフ ァイルを張り付けたもの)、
作品の説明文、制作者名を入れて下さい。

・カテゴリー (4)随筆の原稿
(1)、 (3)の書式に従いますが、長さは 1～ 2ページでも構いません。

・カテゴリー (5)書籍紹介の原稿
書籍紹介の記事は 1ページ以内でお願いします。

・カテゴリー (6)の 「会員のひろば欄」などへの読者の投稿原稿は編集部で編集しますので、
書式は特に定めません。

原稿の受付 :

原稿受付は常時行っていますが、前もつて原稿募集を会員に呼びかけることがある場合は締

め切り日を通知致します。原稿は電子ファイルでお送り下さい。

メールの宛先 :          , IsTA会 誌編集係

本規定の適用 :

本規定は、ISTA会誌第 4巻 1号 (発刊予定日 平成 24年 3月 31日 )よ り適用しますっ
その他

掲載に当たっては、その内容を読者 (会員)が利用したい場合は必ず、著者の許可を取るこ
とを会員に徹底します。その他、不明な点がありましたら編集係までお知らせ下さい。
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